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はじめに

　1歳児は、絵本とどのように関わり、絵本をどのよう

に受けとめていくのであろうか。それが人との関わりや

言語習得及び知識の獲得にどのように結びついていくの

であろうか。本研究は、1歳児“前半期の絵本享受の実

態を、長女M児（昭和52年6月25日生れ）の育児記録を

もとに具体的に報告したものである。

　なお、M児のO歳期における絵本享受の実態について

は、「幼児と絵本に関する研究一〇歳児の場含」として、

すでに『大阪教育大学紀要』（第36巻　第2号）に発表し

た。本稿は、その事例研究に続くものである。

研究の目的

　記録者（茂美）は、恩師。野地潤家先生ご夫妻の研究

『幼児期の言語生活の実態』I～lV（文化評論出版　1973

～1977）に学びながら、長女みぎわ（昭和52年6月25日生

れ。以下M児と記す）が生まれると、子どもが言葉を習

得していくその現場に立ち会っている母親の目で、M児

の成長の様子や言語生活のありのままを、育児記録とし

てつけはじめた。

　野地先生ご夫妻の、ご長男澄晴さんのO歳から5歳ま

での言語生活の実態を採集した彪大な記録は、一幼児の

具体的な言葉の生活の記録を積み重ねることによって、

言語発達の普遍的な筋遣や、心の成長のありようを浮き

彫りにすることを可能にした。幼児教育の研究者にとっ

ては、宝の山のような基礎研究であった。

　私の育児記録は、野地先生ご夫妻の記録には比べるべ

きもないが、我が子の成長の記録をこころがけることで、

私自身の子どもをとらえる目を確立したいという思いが

強かった。そこで、できるだけM児の言葉や行動やその

場の様子を、客観的に観察して、くわしく記述するよに

した。もちろん、家事1育児。雑事の含間をぬっての記

録であるから、研究資料として十分であるかどうか自信

はない。ただ、O歳期、1歳期の育児記録の中から、絵

本享受に関する箇所を拾い出してみると、一幼児の違続

的、具体的記録をとおして、この年齢の子こどもたちの

絵本との関わり方や、その可能性が兄えてきたことは確

かである。

　本稿では、「1歳児・前半期の場合」として、1歳Oか

月から1歳5か月までの記録を中心に、できるだけくわ

しくM児の事例を報告し、言葉を習得しはじめたいわゆ

る「語文期」の子どもと絵本との関わりや、この時期

の子どもへの絵本の読み聞かせのありようなどについて

も考察を加えたい。

M児のO歳期における絵本享受の実態（概要）

＊　　島根大学教育学部国語科教育研究室

＊＊　鳥取県立保育専門学院

　1歳期の実態と考察に入る前に、O歳期の実態と考察

の結果について述べておきたい（前稿「幼児と絵本に関

する研究一〇歳児の場合」『大阪教育大学紀要』第36巻
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第2号）。　記録者（茂美）は、M児に、5か月の半ば頃

から絵本を兄せはじめ、その後、毎日のように絵本を読

み与えた。もちろん、子どもの発達に合わせて、0歳児

でも興味や関心をもって絵本を楽しめるよう、以下のよ

うな配慮や工夫をした。

　①少なくとも1日1回は一緒に見る。同じ絵本を何度

も繰り返し見る。

　②絵本の文章どおりの読み聞かせはまだ早いので、日

常生活の中でM児が体験したり、見たり聞いたりしたこ

とと、絵本の絵や内容が結びつくような語りかけをした、

また、この時期の子どもにわかりやすい言葉（いわゆる

育児語）で語りかけた。（犬の絵はワンワン、猫の絵はニ

ャーンなど）

　③子どもが喜ぷように、また、イメージ化しやすいよ

うに、語りかける言葉にリズムやメロディーをつけたり、

動作をつけたりしながら語りかけた。絵本を絵本として

型どおりに読み与えるのではなく、絵本を介してあやす、

語りかける、遊ぷといった感覚で絵本を与えるようにし

た。

　④絵本の絵を見ながら、絵本の内容とは関係なく、そ

の絵に関連した童謡などもよく歌って聞かせた。（鳩の絵

がでてくると、ハトポッポの歌、蝶の絵がでてくるとチ

ョウチョウの歌など）

　⑤絵本は、いわゆる「赤ちゃん絵本」と呼ばれる、乳

幼児にも扱いやすい小振りでしっかりした装丁のものを

選び、自分で持ちたがったら、なめたり、かじったり、

破れたりしてもいいから持たせるようにした。また、い

つでもM児が手に取って兄られるような場所に置いてお

いた。

　以上のような配慮・工夫のもとに、5か月半ばごろか

ら意識的に絵本を与えるようにした結果、10か月頃にな

ると、M児の絵本に対する興味や愛着は強まり、絵本と

の関わりがかなりしっかりしたものとなった。そして、

以下のような行動が観察されるようになった。

　①自分から絵本を読んでもらいたがり、絵本を持って

来て差し出したり、自分でぺ一ジをめくりながら読んで

欲しそうな態度を示すといった行動をするようになった。

要求がかなえられるとたいへん喜ぷ。

　②絵本に対する興味や愛着が、他のおもちゃなどに対

するそれよりも強くなり、朝起きると一番に絵本を取り

出して兄ることも多く、泣いたりぐずったりしていても

絵本を兄せると機嫌がなおったりする。

　③絵本を見ながら母親の語りかける言葉や動作をまね

したり、自分から声を出したり言葉を発したりするよう

になった。11か月を過ぎると、絵本の中に描かれている

登場人物（動物）の動作をまねて、手をふったり、身体

を動かしたり、声をあげたり、身体全体で絵本の内容を

なぞり、楽しむようになった。

　④ぺ一ジを自分でめくれるようになり、一人でぺ一ジ

をめくって、じっと絵本を兄ていることもある。

　⑤好きな絵本は表紙や背表紙を覚えていて、本の題名

を言って持って来るように指示すると、ちゃんと持って

来る。

　⑥一回読み終わると、すぐにその絵本を差し出しても

う一度読んでもらいたがるようになった。

　以上のように、M児は、1歳になるまでに、かなり、

絵本に親しみ、絵本を読んでもらうのを喜ぷようになっ

ていた。もちろん、1歳になっても、上記のような配慮

をしながら毎日のように絵本を読んで聞かせたり、読ん

でもらいたがるM児の要求に応えたりした。

　なお、M児の場合、2歳半になるまで家にテレビがな

かった（おかなかった）ので、絵本がいちはん視覚的な

興味を引くものであったことも、M児が絵本との関わり

を強めていった要因の一つだと思われる。

　以上のようなO歳期の実態をふまえて、以下、1歳児

。前半期の事例の紹介と考察に入ることにする。（なお、

記録の中に登場するM児は長女。みぎわ、Eは父親である。）

1歳児における絵本享受の実態→M児の場合

　　　　　　　　　1歳Oか月

　事例1　く昭和53．6．26（1歳Oか月）＞

　今日、はじめて、絵本の中の絵を正しくさすことがで

きた。『ことばのべんきょう一くまちゃんのいちねん』（か

こさとし文と絵，福音館，1971，タテ15㎝ヨコ15㎝以下、

『くまちゃんのいちねん』と略して記す）を近所の子ど

もが読んでいたが、しまい忘れて帰ったあと、M児がす

ぐにそれを見はじめる。どのぺ一ジにも、こまごまとた

くさんのいろんなものが描かれている。それをあちこち

見ているので、「み一ちゃん、お花は？」と聞くと、その

ぺ一ジ（6，7ぺ一ジ）の中の水仙の花をさっと指でさ

した。同じぺ一ジにパトカーもかかれているので、「ブー

ブーは？」と聞くと、パトカーのところへ人指し指をも

っていってさっとひっこめた。パトカーの絵の上に指を

おいてしっかりその絵をさし示すのではなく、指先でさ

っとさしてその指をさっとひっこめてしまうのであるが、

聞かれたものを正しくさすことができている。そのあと、

M児が知っているものについて、「モシモシ（電語）はど

れ？」（15ぺ一ジ）、「ウマウマはどれ？」（45ぺ一ジ）など

と聞いてみると、どれもたくさんのこまごました絵の中
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からさがし出して、さし示すことができた。

　事例2　〈昭和53．7．7（1歳Oか月）＞

　行水の後、お茶を飲ませようと思って、「チャチャあげ

るよ」と言うと、「チャーチャ、チャチャチャチャ」とす

ぐに真似して、テーブルにつかまって立ち、背伸びして

テーブルの上を兄る。

　夜9時過ぎ。「おっぱいいるの？」と聞くと、「パッ、

パッ」と言って、急いで台所へ這って来る。牛乳を飲ん

だ後すこし遊んでいたが、ふとんの上にすわっていた私

のところまで、「ネンネン、ネンネン」と言いながら這っ

て来る。自分から「ネンネン」と言ったのははじめて。

言葉の意味は前からよく知っていて、私が「ネンネン」

と言うとさっとねっころがる動作をしたり、「ネンネン」

とオーム返しに言えるようにもなっていた。そして、今

日はじめて自分でこの言葉を使うことができた。

　事例3　く昭和53．7．7（1歳Oか月）＞

　今日もしきりに「ネンネン、ネンネン、……」と言う。

眠くない時でも言っている。言えるようになった言葉を

繰り返し繰り返し口にするのがおもしろいのか、楽しん

でいるような感じがする。

　夜9時ごろ。牛乳が欲しくなり、「マンマンマン、マン

マンマン……」と言いながら、テーブルにつかまって立

つ。「おっぱいが欲しいの？」と聞くと、今度は「パッパ

ッパッパッ」と言う。「マンマ」「オッパイ」と　語では

っきりと言うことができず、音の連発になってしまう。

「ネンネン、ネンネン……」も同様。有意味音連発期と

でも言いたいような、楠語の連発とも違う一時期がある

ようにも思えてくる。おしっこをする時も、「シー（ある

いはシッコ）しようね」と言うと、必ず、「シーシーシー

シー」と歌うような調子で言っている。

　事例4　〈昭和53．7．8～7．19（1歳Oか月）＞

　仕事に追われたり、体調をくずしたりして、この間記

録をつけず。M児は、この12日あまりの間に、歩くのも

しっかりして、めざましい成長ぷり。「マンマ」と一語で

はっきり言えるようにもなった。朝起きるとすぐに台所

にいる私のところまできて、「マンマ！」と言う。今まで

は「マンマンマン、マンマンマン」と音の連発になって

いたが、はっきり力強く「マンマ！」と言える。

　また、この間、棟方志功の展覧会に行き、求めた図録

『棟方版画の世界』（1977，朝日新聞社、タテ24cmヨコ25

Cm）の中の「桃太郎」と「金太郎」の絵を見せながら「桃

太郎」や「金太郎」の歌を歌ってきかせたのである。そ

れ以来その絵がとても気に入って、私がその歌を歌うと、

画集の置いてある本棚を指さして出して欲しがる。画集

をわたすと、自分でめくってそのぺ一ジを出す。「金太郎」

の歌を歌ってやると、足を激しく動かして抽子をとり、

「桃太郎」の歌を歌うと、頭をふりふり自分の服を引っ

ぱって見せる。これは、「（きびだんごを）ひとつ私にく

ださいな」というところで、私がM児の服を引っぱりな

がら歌って兄せたので、それからは、このフレーズのと

ころで必ず自分の服を引っぱる動作をする。このところ

毎日、一日に何度もこの画集を見て、このようなことを

して喜んでいる。

1歳Oか月における絵本享受の実態と考察

　（この期の記録で、絵本についての詳しいものは〈事

例1＞だけである。この時期に言葉が言えるようになっ

たり、歩けるようになったりで、そちらのほうの記録が

中心になったためと、私が仕事に追われたり体調をくず

したりして途中12日間は育児記録をとっていないためで

ある。）

　①〈事例1＞は、満1歳になった翌日の記録である。

この日、M児は、はじめて、絵本の中の絵について尋ね

られると、その絵を正しくさし示すことができるように

なった。

　『ことばのべんきょう一くまちゃんのいちねん』は、

年中行事や四季それぞれの情景が、実にこまこました絵

で楽しくわかりやすく描かれていて、遊びに来る近所の

子こどもたちがよく兄ていった絵本である。絵が小さす

ぎるのでM児にはまだ早いと思ったが、読んでもらいた

がるので、絵を一つ一つ指でさして説明したり、歌を歌

ったりして、半月くらい前から楽しみ始めた絵本である。

すでに絵本の絵を楽しむことができるようになっている

M児にとっては、こまごました絵であっても一つ一っさ

し示してわかりやすく楽しく説明してもらうと、かなり

集中して聞くことができた。やがて、私に尋ねられた絵

を自分でさし示すことができるようになったのである。

〈事例1＞では、まだ自信なさそうに指をさっとひっこ

めていたが、1か月もたたないうちに、指をしっかり絵

の上に置いて、自信をもってさし示すことができるよう

になっている。（1歳1か月の＜事例’5＞参照）

　尋ねられた絵を指で示して答えられるようになったこ

とで、読み手である私とのやりとりに幅ができ、M児の

絵本を兄る楽しみはさらに強いものになったと思われる。

　②M児は、11か月に入って、「キャッ、キャッ」という

サルを意味する言葉を初めて言えるようになり（初語の

出現）、その後は少しずつ簡単な言葉なら真似して言える

ようになった。1歳になったこの時期も、「ネンネ」（寝

ること）「シーシ」（おしっこ）「マンマ」（食べ物）「ブー
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ブー」（自動車）「ポイ」（拾てること）「チャチャ」（お茶）

など日々言葉がふえていき、〈事例2＞〈事例3〉に兄ら

れるように、発音はまだ不完全で、言葉もその一部分し

か言えなかったりするのであるが、この時期からはます

ます私が語りかける言葉や歌にたいへん興味を示しすぐ

真似るようにもなった。

　その様子を見ていると、言葉を覚え始めた子どもにと

って、言葉を習得していくということは、喜びを伴う、

楽しい作業のように思われた。一つの言葉が言えるよう

になったという成就感、周りの人（とくに母親）がそれ

を喜び励ましほめてくれるうれしさ、自分が言った言葉

に対して相手がその言葉どおりに反応してくれたり行動

してくれたりして心を通い合わせることができる満足感、

あるいは言葉の響きの心地よさやイメージがひろがる楽

しさ、こういったことすべてが言葉を意欲的に習得して

いく支えになるのであろう。M児にとっては絵本を読ん

でもらう時間は、以上のようなことがたっぷり味わえる

時間でもあった。絵本を読んでもらうことが言葉を党え

る楽しさや意欲を強めることになったし、また、言葉が

言えるように、なったことで絵本をもっと楽しめるように

もなっていった。そのことは、以下の事例の中でさらに

詳しく確かめていきたい。

　③〈事例4＞の図録はかなり厚いもので、中程の左右

のぺ一ジに錦絵のような桃太郎と金太郎が大きく描かれ

ている。それを兄せて歌を歌って聞かせたり、語りかけ

たりしたら、すっかり気に入って、絵本と同様、本棚か

ら出して自分でぺ一ジを開いたり、読んで欲しがったり

する。この時期の絵本に対する興味や愛着は、絵本のス

トーリーやテーマよりも、絵その物に対して向けられて

いることがわかる。そして、その絵本で、読み手がどん

な語りかけやどんな行為をしてくれたかもまた大切であ

る。それが自分にとって楽しいとき、この時期の子ども

は、その楽しさを何度でも味わいたくて、同じ絵本を繰

り返し読んでもらいたがることがわかる。

1歳1か月

　事例5　く昭和53．8．8（1歳1か月）〉

　『ことばのべんきょう一くまちゃんのごあいさつ』（か

こさとし文と絵，福音館，1971，タテ15㎝ヨコ15cm）を何

度も兄る。「ブーブーは？」「くつは？」と聞くと、自動

車や靴の絵を、指先をその絵の上に置いて正しくさし示

す。くまちゃんが電語をかけている場面（32ぺ一ジ）で

「もしもし」と言ってやると、すぐに右手を耳のところ

にもっていって得意げにする。「みいちゃん、かしこいね」

とほめると、すぐに自分の頭をなでてみせる。

　事例6　く昭和53．8．8（1歳1か月）〉

　『ぽくのうちのどうぷつえん』（なかたにちよこ　さく，

福音館，1970，タテ20㎝ヨコ19cm）を取り出して夕食後に

見せる。イヌが出ると「ウーン、ウー」と言う。「ワンワ

ン」とは言えない。ハトのぺ一ジでは、＜ハトポッポ＞

の歌を歌ってやると、「ポー、ポー」と歌にあわせて真似

をする。チョウチョウが出てくるぺ一ジでは、rちょうち

ょう、ちょうちょう、なのはにとまれ」という私の歌に

あわせて、rテァー、テァrと楽しそうに一緒になって

歌っているつもりである。アリの絵のぺ一ジをめくると、

すぐに自分の額を私の額にコツンとぷっつけてくる。こ

のぺ一ジのところでいつも「ありさんとありさんがこっ

つんこ」と歌いながら額と額をコツンとぷつけてやって

いたのであるが、今日は、「アリさんよ」と言っただけで

すぐにこのような動作をする。ネコの絵のぺ一ジでは、

「イヤーツ」とか「イエーツ」とかいった声をだす。「ニ

ャーン」と言うつもりなのだが、まだ正しく発音できな

い。カエルの絵のぺ一ジでは、「カエルさんがいるよ」と

言うと、すわったままお尻でピョンと飛び跳ねるような

恰好をする。．このぺ一ジを読んでやる時、私は「カエル

さん、ピョン、ピョン」と言ってやるだけで、飛び跳ね

る動作をして兄せたことはない。M児は、近所の子ども

たちとの遊びの中で、「ピョン、ピョン」というのが飛び

跳ねることだと知っていた。それを絵本の中の「カエル

さん、ピョン、ピョン」という言葉と結びつけて、自発

的に飛び跳ねる動作をしたのである。M児の中で、「ピョ

ン、ピョン」という言葉のイメージが、カエルの飛び跳

ねるイメージも加わって、さらに広がったことがわかる。

　事例7　〈昭和53．8．15（1歳1か月）〉

　本棚から『ぴよぴよ』（谷川俊太郎作、掘内誠一絵、ひ

かりのくに、タテ20cmヨコ21cm）をひっぱり出そうとし

て、ぎっしりつまっていて取れないために、泣きだす。

近所の子こどもたちがその絵本を見ていたのを覚えてい

て、『ぴよぴよ』だけをひっぱり出そうとする。出してわ

たしてやると、泣いていたのがすぐに笑い顔になり、「工

ヘッエヘッ」とうれしそうな声をあげ、読んでもらいた

がる。トラックが急停卒する場面で、「ギギーツ」と言っ

てやると、じっと私の口もとを兄ている。次のぺ一ジを

めくると、すぐにもとにもどしてトラックのところを出

し、何度も「ギギーツ」と言わせられる、しまいには自

分でも真似して、「ジージ」「ジージ」と言う。

　事例8　く昭和53．8．19（1歳1か月）〉

　午前中、『かっきくけっこ』（谷川俊太郎作、堀内誠一

絵、ひかりのくに、タテ20cmヨコ21cm）を読んでやって
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いると、はだしの足先の絵が出てきたので、「大きなあん

よ（足の意）ね」と言うと、自分の足の親指をひっぱっ

て兄せる。「そう、み一ちゃんのあんよよ」と言って、今

度は私の足先をつきだして見せると、ニコッと笑って私

の足の親指をつまみにくる。そして、私の手をひっぱっ

て、自分の足の先にさわらせるので、M児の足の親指を

ひっぱって、足を大きく動かしてやると、うれしそうに

声をたてて笑う。

　夕方、E（父親）が椅子にすわっていると、『かっきく

けっこ』を持ってそばに行き、さしだす。Eが「読むの？」

と言うと、身体を振って喜ぷ。Eが「あいうえお」と、1

ぺ一ジ目から読み始めると、M児はさっさと自分でぺ一

ジをめくって、はだしの足先のところを出す◎Eが絵本に

書いてある文章どおりに、「だぢづでどどど」と読むと、

M児はしゃがみこんで、自分の足にさわる。Eが、「あっ、

み一ちゃん、あんよわかったの。えらいねえ一」と言う

と、今度はEの足の先を、なでるようにさわる。「これは

おとうちゃんのあんよ」と言うと、M児はしゃがみこん

だまま、お尻を上下にゆするようにして、「エエン、フフ

ン」と満足そうな顔をする。

　事例9　〈昭和53．8．21（1歳1か月）〉

　『およぐ』（なかのひろたか作、かがくのとも、福音館、

タテ24㎝ヨコ22㎝）がとても気に入って、朝から何度も

兄る。「パシャパシャって、およぐのよ」と言ってやると、

うれしそうにする。何回か兄ているうちに、私が「パシ

ャパシャ」と言うと、うつぷせになって、足をけるよう

に動かす動作をするようになった。

　事例10　く昭和53．8．21（1歳1か月）〉

　絵本『ぴよぴよ』を自分で出して、そのまますわりこ

んでひとりで見ていた。声を出しているところがあるの

で、そっとのぞくと、次のようなところであった。

・ヘリコプターの絵を見て……「チュバチュバ」（バの音

が強くきこえ、チュはききとケ）にくい。私は「シュバシ

ュバ」と読ん聞かせている。）

。金槌で釘をで打ちつける絵を兄て……「トゥトゥ」（「ト

ントン」と読んでやっている。）

・トラックの絵を兄て・…・・「ジィジィー、ジジジー」（こ

こは「ギギーツ」と読んでやっている。）

　1ぺ一ジ1ぺ一ジ自分でめくりながら、そのぺ一ジの

絵を兄て、ひとりで声を出して楽しんでいる。すでに絵

本を読んでいるといってよいのではないかと思った。

1歳1か月における絵本享受の実態と考察

①絵本の絵の所在について尋ねられると、指でしっか

り押さえて示すことができる（〈事例5＞）。1か月前は、

自信なさそうにさっと指をひっζめていたが、もう危う

げがない。

　②絵本の絵を兄て、そこに描かれている内容を、動作

や声や歌などでなぞる行為が、かなり自発的になった。

たとえば、〈事例5＞の電語をかける動作、〈事例6＞の

アリとアリがこっつんこをする動作、同じくカエルが飛

び跳ねる動作、く事例9〉の泳ぐ動作などは、これまでの

ように私から促されたり、私がやって兄せるのを　緒に

やるのではなく、私の言葉（「もしもし」、「アリさん」「ピ

ョン、ピョン」「パシャ、パシャ」など）を聞いただけで、

自分からして見せた動作である。

　③読んでもらっておもしろかったところは、繰り返し

ぺ一ジを開き読んでもらいたがる。O歳期にもすでに見

られた行為ではあるが、く事例7＞に兄られるように、自

分もその言葉を覚えよう、一緒に言おうと努力している。

ただ単におもしろいから何度も読んで欲しいというより

も、言葉も習得しようとする意欲的意志的要求になって

きたことに注目したい。言葉が言えるようになったこの

時期は、絵本に書かれているそのままの言葉で読み聞か

せるのではなく、子どもにも言いやすい言葉で、真似し

たくなるような楽しい言葉で、繰り返し語りかけること

が大切だと思われる。

　④〈事例8〉のように、言葉と絵と実物とを照合する

ことに興味を示し始めた。「あんよ（足の意）」という言

葉と、絵本の中の足の絵とは、すでに結ぴつけて理解し

ていたが、その足の絵が自分の足でもあり、母親や父親

の足でもあることにM児は気がついたのである。これは

M児にとって、まさに感動的な〈発見〉であったと言え

よう。足の絵を兄ながら自分の足にさわり、母親の足に

さわり、自分の足にさわらせ、夜父親が帰ってくると、

絵本を取り出してそのぺ一ジを開き、自分の足にさわり、

父親の足にさわるという行為の中に、感動の強さをうか

がい知ることができる。

　このことは、M児が覚えた「あんよ」という言葉が、

豊かな内実を伴う言葉として獲得されたということでも

ある。言葉を覚えはじめたこの時期に、獲得した言葉が、

絵本をとおしてさらにイメ。一ジ豊かなものになっていく

ことを、この事例は示している。

　⑤〈事例10＞は、自力で絵本を読み始めた記録として

注目したい。当時の記録の最後に、「1ぺ一ジ1ぺ一ジ自

分でめくりながら、そのぺ一ジの絵を兄て、ひとりで声

を出して楽しんでいる、すでに絵本を読んでいるといっ

てよいのではないか。」と記している。M児は、私に読ん

でもらった絵本をひとりで兄ながら、絵本を〈読む〉こ



60 幼児と絵本に関する研究（2）一1歳児・前半期の場合一・

とに集中し、絵本と自分だけの世界にひたることができ

ている。もちろんそれは、読み聞かせた私によって与え

られた言葉とイメージの世界をなぞっているのである。

与えられたイメージではあっても、自力でそのイメージ

を取り出して、絵本を楽しみはじめたのであった、

1歳2か月

　事例11く昭和53．8．29（1歳2か月）＞

　朝10時ごろ。『およぐ』を兄ながら、自分も腹ばいにな

り、足をけるようにして、泳ぐ真似をする。そして、何

か言ってもらいたそうな顔つきで私を兄る。「バッシャバ

ッシャしてるの？　じょうずね、泳いでるのね」と言う

と、喜んでますます活発に足を動かす。

　事例12く昭和53．8．30（1歳2か月）〉

　私が本を読んでいると、すぐに、自分の絵本を2冊か

かえてきて、読んでもらいたがる。私のひざにまたがっ

てのり、私の本をひっぱってどけて、自分の絵本を押し

つけてくる。『およぐ』を読んでやっていると、よほどネ

コとイヌカ“泳いでいる絵が気に入っているらしく、私の

手をひっぱってその絵の上にもっていき、何度もくりか

えし読ませる。M児は「エヘッ　ェヘッ」とか「ウフン

　フフフン」とかいった笑い方で、うれしそうにしてい

る。

　事例13く昭和53．9．2（1歳2か月）〉

　夜、泊まりに来ていたKさん（母親の友人で同年齢の女

性）に、初めははずかしがっていたが、しだいになつい

て、自分から『およぐ』を持って来て読んでもらいたが

り、Kさんの手をひっぱる。イヌとネコが泳いでいるぺ一

ジを出しては、「ワンワン泳いでるよ」「ニャンニャン泳

いでるよ」と言ってもらいたがる。この他にも『くまち

ゃんのいちねん』『くまちゃんのいちにち』『くまちゃん

のごあいさつ』『ぴよぴよ』など、つぎつぎと出してはK

さんに読んでもらいたがる。「くまちゃんシリーズ」のも

のでは、こまかな絵の中から、Kさんに尋ねられたもの

（例えば、ブーブー〈自動車〉、おひさまなど）をさがし

て、ちゃんと指でさすので、Kさんが感心している、

　事例14〈昭和53．9．3（1歳2か月）＞

　お風呂上がりに、1人で『くまちゃんのいちねん』を

兄ていたM児が、「ボー　ボー」と言う。のぞいてみると、

秋祭りの様子をこまごまと描いた絵の一隅に、風船をた

くさんつってあるのを兄つけて、それを指さして、「ボー

ボー」と言う。「ボール」と言っているのだ。「ボールと

言ってごらん」と言うが、「ボー」としか言えない。

　事例15〈昭和53．9．4（1歳2か月）〉

　7時20分に、M児起床。起きるとすぐに、『くまちゃん

のいちねん』をとって来て、寝ているEの胸もとにすわり

こみ、Eの手をひっぱって読ませようとしたり、絵本を押

しつけたりする。Eが起きないので、自分でぺ一ジをめく

っていたが、七夕の絵が出ると、首をふって歌いだす。

「タァー　ヤー　トゥー」といった、長音化した音声に

高低をつけたような歌で、表記するのはむずかしい。ど

うやら、最近、この絵のところで歌って聞かせている「さ

さのは　さらさら　のきばに　ゆれる・一・」を歌ってい

るつもりらしい。Eが相手になってくれないので、チラチ

ラと私の方を見て、私の反応をうかがいながら歌ってい

る。一緒に歌ってやると、さらに元気に歌いだす。

　事例16〈昭和53．9．8（1歳2か月）〉

　朝食後、台所のかたづけが終わると、待っていました

とでもいうように、『くまちゃんのいちねん』と『くまち

ゃんのごあいさつ』を持って来て、私の前にすわりこむ。

本を私に押しつけるようにしてわたす。『くまちゃんのご

あいさつ』の方を開いていくと、ボールがころがってい

る絵があり、自分からすぐに「ボー」と言い、私の顔を

兄る、「ボールとってくださいって、いっているのよ」と

言うと、さっさと自分で次のぺ一ジをめくる。電語をし

ている絵のところでは、耳に手をやって、「アイ（ハイ）」

という。「み一ちゃん、かしこいね。カンカン（頭の意）

が」と言うと、自分の頭をなでている。

　事例17＜昭和53．9．10（1歳2か月）〉

　咋夜、父親が持って帰って読んでやった、『ともこのあ

さごはん』（ニタ。ソウター原作，ばんどうゆみこ文，岡

部りか絵，年少版こどものとも，福音館，1978，タテ21

cmヨコ20cm）が気に入って、昨夜は寝るまで離さないで

持ち歩いていた。絵本の中に出てくるクマやウサギなど

の縫いぐるみの絵が気に入った様子。今朝起きるとすぐ

に、『ともこのあさごはん』を本棚からさがし出して、す

わりこんで兄ている。場所を移動するときも持ち歩く。

　事例18＜昭和53．9．11（1歳2か月）＞

　このごろ、「抱いてあげるからおいで」と言うと、私の

前まで来て、くるっと向きをかえて私の膝にお尻からす

わり、私と同じ方向をむいて本を読んでもらうのを好む

ようになった。今までは、向き合ってすわり、私の顔を

見ながら読んでもらうことが多かった。自分の小さなイ

スに腰かける時も、これまでは、いったんすわるところ

に上がって、それから向きを変えてすわっていたが、こ

のごろでは、お尻をつきだすようにして、およその兄当

をつけてちゃんと腰がかけられるようになった。今日も、

『ともこのあさごはん』をもって自分のイスにすわり、

いかにも物廣れた様子で絵本を見ている。
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　夜、ふとんを敷くと、ごろごろころがって遊んでいた

が、『くまちゃんのいちねん』を持って来て、寝ころんで

仰向けになって見ている。絵本は逆さまになっているが、

わかるらしく、七夕の絵のところで「オーオー」と歌い

だす。そのうち、手がだるくなったのか、今度はうつむ

けになって絵本を見ている。Eや私が寝ころんで本を読ん

でいる姿を真似をしているようだ。

　事例19く昭和53．9．13（1歳2か月）〉

　夜7時45分ごろ。『ぴよぴよ』を持って私のところへ来

る。一緒に見る。男の人がかなづちで釘を打っている絵

のところで、「トントンってしてるのよ。トントン」と読

んで聞かせると、真似して「トントン」という。明瞭な

発音ではなく、「チョンチョン」とも聞こえる。私が正し

く「トントン」と言ってやると何度も真似している。小

さな声である。「トヨントヨン」とでも表記したいような

発音であった。

　事例20〈昭和53．9．15（1歳2か月）＞

　4時50分ごろ。台所仕事をしている私のそばで、すわ

りこんで『ママだいすき』（まどみちお文，真島節子絵，

福音館，1972，タテ15㎝ヨコ15㎝）を兄ていたが、突然大

声で「テァーテァーテァー」とさわぎだす。見ると、チ

ョウチョウが描かれているぺ一ジを開けていて、M児は、

「ちょうちょう」の歌を歌いだしたのである。私も一緒

に歌ってやると、私の口もとを見ながら、唇に力をいれ

てとがらせるようにしながら、左右に首をふって「テァ

ーテァーテァー」と歌う。

　M児がぺ一ジをめくっていってカマキリの絵が出ると、

じっと兄ていたが、ジャンケンポンをする恰好をして兄

せる。私が読んでやる時、この場面ではいつもジャンケ

ンポンをしてきたが、今日は、自分から私に向かって両

肘をかるくまげて、手をふって見せる。次にカンガルー

が出てくるぺ一ジでは、身体をゆっくり左右にふって見

せる。これまで、M児は、このぺ一ジにはあまり輿味を

示さなかったので、飛ばして読んできたのだが、今日は、

自分でカンガルーの絵を見ながら、私に身体をふって見

せる。「ブルンブルン」というような声がするので兄ると、

ネコの親子のぺ一ジを開いて、唇をブルブルいわせなが

ら、顔をこすって洗う真似をしている◎これはネコの絵

を兄るとよくする動作である。

　M児は最近、絵本を見ながら、自分で読みとった（見

てとったと言うべきか）内容を、声（言葉や歌）や動作

で表現できるようになった。自分が何度も読んでもらっ

てその内容をよく知っている絵本の場含には、読んでも

らうのを待っているのではなく、自分のく読み〉を声や

動作を使って私に投げかけてくるようになった。

　事例21〈昭和53．9．21（1歳2か月）＞

　5時10分ころ。『ともこのあさこはん』を　緒に兄る。

M児は、1ぺ一ジ目の片隅に積木が描いてあるのに気づ

いて、指でさす。「積木よ、み一ちゃんの積木もあるね」

と言うと、すぐに立ち上がって、積木を持って来る。右

手に積木を持って、積木の絵のところにもって行く。「お

んなじねえ。これも、これも積木ねえ」と言うと、「フン

フン」とうなずく。

　事例22〈昭和5台．9．21（1歳2か月）〉

　夜7時20分ごろ。「み一ちゃん、シュバシュバ（親がね

っころがって、足の裏で子どものおなかを支えて宙に浮

かせる遊び）してあげようか」と言って、M児を足に乗

せて、高く上げる。rキャーツ、キャハハ」と夫声で笑う。

下に降ろすと『ぴよぴよ』を持って来る。私が「シュバ

シュバ」と言ったので、「シュバシュバ」と音を出して飛

ぷヘリコプターが出てくるこの絵本を持って来たのであ

る。自分でぺ一ジをめくり、私が思ったとおりヘリコプ

ターの場面を出す。絵を指さして、「プシャプシャ」と言

う◎「シュバシュバ」と言っているつもりらしい、私が

「ほんとだ。これもシュバシュバだね」と言うと、すぐ

に真似て「プシャプシャ」と、口もとにつばをためて、

うれしそうに言う、ウシの絵が出ると「モー」、トラック

が急停車する絵が出ると、「ジジー」「ジジー」と言う。

「ギギー」と私が大声で言うと喜ぷ、

　事例23〈昭和53．9．21（1歳2か月）〉

　3時35分ごろ。おしめをたたんでいると、私の背中に

もたれてくる◎「肩をトントンして」と言うと、「トント

ン（タァンタァンとも聞こえる）」と言ってたたいていた

が、そのうち『ぴよぴよ』を持って来る。すわりこんで、

「トントントントン」とつぷやきながら、釘をたたいて

いる男の人のぺ一ジを出して、「アン」と言って私に知ら

せる。この場面を読むとき、いつも「トントンしてるの

よ」と言っていたので、肩たたきの「トントン」から、

この場面を思い出して、『ぴよぴよ』を取りに行ったので

ある。

1歳2か月における絵本享受の実態と考察

　①く事例11＞〈事例12＞く事例13〉の『およぐ』は、月ぎ

めで購読していた「かがくのとも」（福音館刊）の8月配

本で、M児に初めて読み聞かせた時からすぐに好きにな

った1冊である。この夏は7月に入って毎日のように、

たらいで水浴びをさせた。「バッシャ、バッシャって泳い

でごらん」と語りかけると、水の中で手足をばたつかせ

たり、腹這いになってバシャバシャして遊ぷのを喜んだ。
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だから、M児は、この絵本に出会う前にすでに、「およぐ」

という言葉を楽しい体験をとおしてよく理解していたし、

私が「バッシャ、バッシャしてごらん」と言うと、畳の

上で腹這いになって足をバタバタさせて遊ぷようにもな

っていた。この絵本を初めて読んだ時、表紙と裏表紙を

広げた画面いっぱいに描かれた男の子が泳いでいる絵を

兄せて、「おにいちゃんがバッシャバッシャ泳いでるよ。

み一ちゃんもバッシャバッシャしてごらん」と言うと、

すぐに自分も腹這いになって、泳ぐ真似をして大喜び。

そしてイヌとネコが泳いでいる絵や、たくさんの動物が

泳いでいる絵がすっかり気に入ってしまった。生活の中

での水浴びという楽しい体験がまずあって、『およぐ』と

いう絵本に出会ったことで、M児のrおよぐ」という言

葉の理解は、自分の体験にさらに絵本の絵のイメージも

加わって、いっそう確かで豊かになったと思われる。ま

た、自分の体験とダブらせることで、絵本の絵を十分に

理解し、ひとりで見ている時も、絵と同じような動作ま

でして楽しんでいる◎

　以上のことから、生活の中で子どもがよく見知ってい

るものや、体験したことのあることが、わかりやすい絵

で描かれている絵本は、1歳前後の子どもでも、十分に

その絵の内容を楽しむことができることがわかる。〈事例

17〉く事例18＞く事例21〉の『ともこのあさごはん』の場合

も、同じことが指摘できる。この絵本は、自分と同じよ

うな女の子が出てきて、自分が持っているような縫いぐ

るみをいっぱい持っていて、朝起きるとトイレに行った

り顔を洗ったり服を着替えたり……。ぺ一ジをめくるた

ぴにM児の知っている光景が描かれていている。一度読

んでやるとすっかり気に入って、その日は寝るまで手離

さず、その後長く愛読した絵本である。

　ちなみに、『およぐ』は、どうすれば泳げるよになるか

を、わかりやすく図解した科学絵本で、その本当の内容

を理解して、本のとおりに息継ぎや浮き身の練習をやっ

てみようとしたのは3歳の夏であった。

　②この期になって、M児は、自分が説明してもらいた

い絵や、私と一緒に兄て楽しみたい絵や、もう一回読ん

でもらいたい絵などについて、く事例12＞〈事例13＞に見

られるように、読み手の手をひっぱってその絵の上に置

くという行為で、自分の要求を示し始めた。興味の対象

が明確になり焦点化しはじめてきた。そして、それを相

手に伝える手段として、相手の手をひっぱて絵の上に置

くという行為が現れてきた。なお、1歳3か月、4か月

になると、＜事例24〉やく事例34＞のように、相手の手を

ひっぱるという行為ではなく、一歩進んで、自分で絵を

指さして、説明を求めたり何か言って欲しがったりする

ようになってくる。

　また、く事例12〉や〈事例24＞（1歳3か月）で兄られるよ

うに、絵本を読んでもらいたい時の要求行動も次第に激

しくなり、〈しつこく絵本を押しつける〉く私が手に持っ

ているものを取ってどける〉＜読んでもらうまで「ウンウ

ン」と不服そうな声を出す＞といった行動が、しばしば

兄られるようになった。時としてひとりで兄ている時も

あるが、そんな時でも、〈事例11〉〈事例15＞〈事例20＞に

見られるように、私を視野に置きながら、絵本を兄てい

るM児に私が何らかの反応をすることを期待しているこ

とが多い。そして、その期待がかなえられた時の喜びは

一段と大きいものであった。子どもに絵本を与える大人

の側から言えば、子どもがひとりで見ている時も、その

様子を兄守ったり心にかけたりしながら、適切に声かけ

をしたり、相手になって一緒に楽しんでやり、楽しさを

共有するよう心がけることが大切である。

　③M児は、絵本をとおして人と心を通い合わせる楽し

さを知り、自分から積極的に人とかかわろうとする意欲

も育っていった。＜事例13〉に見られるように、M児は、

初めて会った人に対しても、自分から絵本を持って来て、

それを一緒に楽しむことができている。まだ、言葉で自

由にコミニュケーションできないが、’絵本という共通に

理解し楽しめるものを伸立ちにして、初めての人とでも

心を通い合せることができた。1歳4か月の＜事例40＞

を兄ても、お隣の奥さんが来ると、自分から『とこちゃ

んはどこ』を持って未て兄せ、読んでもらいたがってい

る。この時期の子どもが人とかかわる意欲や行動をおこ

すうえで、絵本がおおいに役立つことに注目したい。

　④絵本の絵を自分で読み取る動作や声出し（言葉や歌）

が、前期よりもさらに盛んになり、絵本とのかかわりが

自発性を増してきた。く事例11〉く事例15＞く事例20＞に兄

られるように、自分で見たい絵本を取りだし、自分でぺ

一ジをめくり、絵を兄ながら歌ったり、言葉で言ったり、

絵と同じ動作をしたりして、自力で絵本を楽しむことも

多くなった。私は、絵を兄ながら歌って聞かせたり、M

児にも発音しやすくわかりやすい言葉で語りかけたり、

いろいろ動作をして見せたりして絵本を読んでやったの

であるが、M児は、そのような私の読み聞かせをイメー

ジしながら、それを真似て同じようにして絵本を兄てい

る。そして、く事例20〉のように、私が読んでやっている

時も、おなじみの絵本の場合は、私よりも先に、歌が出

たり、言葉が出たり、動作が出たりするようになった。

　⑤〈事例21〉〈事例22〉＜事例23〉に兄られるように、絵

本の中の絵と実物を照合する、あるいは現実の行動や言

葉を絵本の中の絵と照含するといった行動が観察される

sokyu

sokyu
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ようになった。とくに、〈事例22＞〈事例23〉で、絵本と

は関係のない場面で私がM児に語りかけた「シュバシュ

バ」とか「トントン」という言葉を聞いて、それと同じ

発音で読み聞かせをしていた絵が出てくる絵本を持って

来下・そρぺ一ジを開いて兄せたのは・M児がそれらの

絵本の1ぺ一・ジ1ぺ一ジをちゃんと記憶していて、現実

に体験することと絵本とをすぐに照合し、結びつけて理

解することができたからである。このことは、言葉の習

得が始まったこの時期の子どもに、絵本を読み聞かせる

ことが、習得した言葉の内実やイメージを確実に豊かに

していくことを示している。

　⑥〈事例18〉に兄られるように、絵本を読む姿にも、

安定感と自在性が兄られるようになった。初めて絵本に

触れたころの、たたいたり、かじったり、なめたり、や

たらとぺ一ジをめくったりするという行為は、まったく

なくなり、今や絵本はM児にとって大切なもののひとつ

になっている。時には、気に入った絵本を抱きかかえる

ようにして持ち歩いたり、一日中手放さないでそばに置

いたりしている。ひとりで見る時、畳の上に広げて読ん

だり、自分用の小さな椅子にすわって読んだり、ふとん

を敷くとその上で寝ころがって読んだりする姿も兄られ

るようになり、絵本を見ることも、いろいろな生活行動

の中の一部のようになってきたようである。

　また、私に絵本を読んでもらう時も、私に背をむけて、

私と同じ方向で膝にすわり、私の声を聞きながら、自分

は絵本の絵を見ながら読んでもらうのを好むようになっ

たということは、自分で絵を読み取る力がついてきたか

らである。それまでは、向き合ったり、肩を並べるよう

にして、読み手の私の表情を見たり、動作をみたり、読

んでいる口元に注視するといったことが多かった。読み

手の表情や動作や声の出し方物の言い方を見て、それら

に助けられながらイメージの世界を広げ、理解を深め、

楽しんでいたのである、そして、その次の段階として、

M児は、読み手の声に助けられながらも、自分で絵を兄

てイメージを広げ、理解し、楽しもうとしはじめた。絵

本を読んでもらうという他律的行為の中に、自分自身の

力でも楽しみたいという、自律的行為の芽生えを見るこ

とのできる時期といえる。

1歳3か月

事例24〈昭和53．9．29（1歳3か月）＞

午前中、自分の本箱からいろんな絵本をひっぱり出し

ては見ている。私がすわって新聞を読もうとすると、す

ぐに寄って来て、絵本を読んでもらいたがる。「ウンウン」

と不服そうな声を出しながら、絵本を押しつけるので、

私は何もできなくなってしまう。新聞をひろげると、M

児はひっばって取ってしまって、後ろへ投げてしまった。

　私と一緒に絵本を兄ていても、知っている絵が出てく

ると、私カ靖売み聞かせるよりも先に自分から言葉を出す

ようになった。今日一緒に読んだ本で、M児の方から出

た言葉をいくつか挙げると、次のようである。

『ママだいすき』の絵本

・チョウチョウの絵…「テァーテァーテァー」と、首を

　振りながら歌う。

1シマウマの絵…「パッ、パッ」と言いながら、私の膝

　の上でお尻を浮かせて飛び跳ねるようにする。

。サルの絵…「キャ、キャ」と言う。明瞭な「キャ」で

　はない。「テァッ」のように聞こえる。

。ネコの絵…「ニャー」と言う。

『ぴよぴよ』の絵本．

。トラックが急停車する絵…「ジジー、ジジー」と言う。

。釘を打っている絵…「トントン」（タンタンとも聞こえ

　る）と言う。

『くまちゃんのいちねん』の絵本

1山登りの絵…「アフー」と言う。私が「ヤッホー」と

　言って読んでやっているので、「ヤッホー」と言ったつ

　もり。

・海の絵…両足を激しく動かして泳ぐ真似をする。私が

　「バッシャバッシャ」と言うと、ますます喜んで足を

　動かす。まだ「バッシャバッシャ」が言えない。

・クリスマスパーティーのおサルさんの絵…「キャ、キ

　ヤ」

　このごろは、ブルーナー絵本のような単純明快なタッ

チの絵よりも、『くまちゃんのいちねん』のようなこまご

ましている絵であっても、自分がよく兄知っている物が、

動的で現実感のある絵で描かれているのを好むようにな

ってきた。私が与えたブルーナーの絵本は、さっさとめ

くってしまって、すぐに別の絵本を読んでもらいたがる◎

『くまちゃんのいちねん』などの「くまちゃんのことば

のべんきょうシリーズ」は、1ぺ一ジ1ぺ一ジをじっく

りと兄ながら、私の手をひっぱって説明を求めたり、自

分で絵を指さして何か言ってもらいたがったり、自分で

も声を出して言ったりする。絵の中で自分が知っ一ている

物をさがしたりするのが面白いようである。

　事例25〈昭和53．1O．4（1歳3か月）〉

　玄関の板の間の本棚は、私（母親）専用で、M児には

まだ見せてない絵本や児童文学が詰めてある。近所の子

こどもたち（幼稚園児や小学生）が遊びに釆ると、そこ

から本を出して読んで行くこともあり、M児もこのごろ
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この本棚に興味をもちはじめ、よくこの本棚のところに

やって来るようになった。そして、近所の子どもたちが

兄ていた本を覚えていて、その本を出したり、自分で取

れない時は出してとせがむようになった。

　今朝、洗濯機をかけていると、玄関の絵本の本棚から

何かを出そうとして、なかなか出ないので、泣き声をあ

げて私に訴える、私がそばに行くと、「アンアンアンアン」

と声をあげて出してとせがむようにする。かかとを上げ

下げするようにして喜び、絵本を出してもらえるものと

期待している。M児が出そうとしていた『あいうえおの

ほん』（まついのりこ作・絵，福音館，1972，タテ15㎝ヨ

コ15cm）を出して持たせると、うれしそうに胸にかかえ

こむようにして、座敷へ行ってすわりこみぺ一ジをめく

り出す。洗濯機のブザーがなったので、私がそばを離れ

ると、いやがって、私の後を追って未る。絵本を押しつ

けるようにしたり、私の手をひっぱって読んでもらいた

がる。

　『くまちゃんのいちねん』や『ママだいすき』など、

すでに私と一緒に何度も何度も兄て、自分でもその内容

をよく知っている本は、ほっておいても、ひとりで兄て

いる時が多いが、新しい絵本の場合は、必ず私に読んで

もらいたがる。ひとりで見る時でも、私がそばにいて、

その絵本の内容について語したり、説明したりすること

を期待している。

　この『あいうえおのほん』は、「あ」という字の下にア

ヒルの絵があり、さらにその下に「あ」の書き順が示し

てある。1ぺ一ジ1ぺ一ジが絵カードのようなった絵本

である。「い」はイチゴ、「う」はウシ、「え」はエンピツ

　・・。M児は、絵を見ながら私カ靖売むのを聞いていたが、

「く」（くもの絵）のところで、私が「み一ちゃん、くも

よ、くもさん」と言うと、「アッ」と言って、両手を胸に

抱きこむようなかっこうをして喜ぷ。そのあとは、他の

ぺ一ジをめくっても、すぐにクモの絵を出そうとして、

自分でぺ一ジを元にもどす。

　事例26〈昭和53．10．5（1歳3か月）〉

　夜8時過ぎ。私の絵本の本棚からいろんな絵本を引き

出す。そのうち、『三びきのこぷた』（石井桃子訳，太田

大八絵，福音館，1971，タテ21㎝ヨコ19㎝）を私のところ

に持って来る。一緒にぺ一ジをめくりながら、M児にわ

かりやすく語してやっていると、柱時計の絵が出る。「み

一ちゃん、これ時計よ。チクタク　チクタク　ボーンボ

ーンよ」と言って、「チクタク　チクタク　ボーン　ボー

ン　おはよう　おはよう　夜があけた……」と歌ってや

ると、身体をゆすって歌に含わせる。M児を抱いて、柱

時計のところに行って、「み一ちゃん、これ絵本の中の時

計とおんなじよ。チクタク　チクタク　チクタク　チク

タクって、いってるね」と言うと、柱時計をじっと兄て

いる。M児を降ろして、また絵本の時計の絵を兄せると、

すくに「アアーツ」と言って、本物の時計を指さす。「お

んなじよ。時計よ。チクタク　チクタクっていってるね」

と言うと、「チ、チ、チー」と真似て言う。

　Eが帰って来たので、「み一ちゃん、おとうちゃんに、

時計を教えてあげてよ」と言うと、立ち上がって、本物

の時計を指さす。

　『三びきのこぷた』がすっかり気に入って、寝るまで

手放さず、持って歩いたりすわりこんで兄たりする。一

緒に兄てやると、時計のぺ一ジを出そうとして、自分で

さっさとぺ一ジをめくってしまう、私が別のぺ一ジを開

こうとしても、時計のぺ一ジを出そうとする。

　事例27〈昭和53．10．9（1歳3か月）＞

　『くまちゃんのいちねん』『ことばのべんきょう一くま

ちゃんのいちにち』（かこさとし文と絵，福音館，1970，

タテ15cmヨコ15cm）を一緒に兄る。私が「～は？」と聞

いてやると、ちゃんとそれをさす。たとえば、赤ちゃん、

おひなさま、たなばたさま、かめさん、こいのぼり、ム

イムイ（虫の意）、おみこし、ブランコ、すべりだい、あ

りさん、でんわなど。とくに、今日は、『くまちゃんのい

ちにち』の中の、ブランコにのっている絵が気に入って、

自分の身体を前後に揺すりながら、「ブーブrと言う。

私が次のぺ一ジをめくると、すぐにそのぺ一ジにもどし、

「ブーブー」と言いながら、身体を揺すっている。「ブー

ブー」が「ブランコ」の「ブー」なのか、公園のブラン

コに乗る時、私が「ブーラン、ブーラン」と言ってやる

のを思い出して「ブー」と言っているのかは決めがたい。

（M児の動作などから考えると、ブランコに乗って、「ブ

ーラン、ブーラン」と言ってゆすっていた時のことを思

い出しているようであった。）

　事例28〈昭和53．10．10（1歳3か月）〉

　『くまちゃんのいちねん』を出して来て、自分でぺ一

ジをめくっている。私がそばから「おひなさまは？」「赤

ちゃんは？」「こいのぼりは？」「チュンチュンは？」な

どと聞くと、指で正確にさして私に教える。

　そのうちに、空に三日月が出ているのを見つけて、指

さして「マンマン」と言う。月を見ると「のんのんさん

（月の意）よ」言って聞かせている。「のんのん」と言え

なくて、「マンマン」と言う。「み一ちゃん、お月さまが

わかったの、かしこいね。そう、あれはお月さまよ。の

んのんさまよ」と言うと、今度は、今まで見ていた『く

まちゃんのいちねん』をめくり、何かをさがしている。

私が、たぷんここだろうと思って、お月兄のぺ一ジを出
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してやると、すぐに月の絵をさして「マンマン」と言い、

さっとふりむいて、今度は空の月を指さして、また「マ

ンマン」と言う。自分から、空の月と絵本の月が同一で

あることを指摘した。「そう、よくわかったねえ。おんな

じよ。のんのんさまよねrと、私も絵と実物の月を交

互に指さしながら言うと、「フン」と返事する。

　事例29く昭和53．10．20（1歳3か月）＞

　朝7時30分ごろ起きる。起きるとすぐに『ひとりぼっ

ちのライオン』（長野博一作1絵，福音館，1973，タテ2

1㎝ヨコ19cm）を開いて兄ている。「アアッ」とか「ウン？」

とか言って、そばにいるEや私に問いかけたり、語りかけ

たりする。ハリネズミやヒツジが逃げ出す絵のところで

は、必ず手をふってバイバイをする（まだ「バイバイ」

が言えないので声は出さない）。先日、「さようなら、バ

イバイ」と言って読んで聞かせたので、ちやんと覚えて

いて、バイバイしているのである。

　事例30〈昭和53．10．22（1歳3か月）〉

　朝10時すぎ。『ひとりぼっちのライオン』を開いて兄て

いて、ハリネズミが後足だけ兄せて逃げて行く絵を兄て、

手をふる。私が「バイバイしてるの、えらいね」と言う

と、「バ，バ」と言う。「バイバイ」とは言えないが、初

めて「ハイバイ」が音声化された。

　事例31〈昭和53．10．22（1歳3か月）＞

　朝10時過ぎ。『ひとりぼっちのライオン』を兄ていて、

シカが出てくると、私に、「アアッ」と言って指さして見

せる。「シカちゃんよ」と言うと、立ち上がって、シカの

絵のついたタオルケットを取りに行き、ひろげようとす

る。「そこにもシカちゃんがいるね。ひろげてみるの？」

と聞くと、「ウン」と言う。タオルケットをひろげると、

今度はステレオのところへ行って、「ウンウン」と言いな

がら「子鹿のバンビ」のレコードをかけてもらいたがる。

咋日は、「子鹿のバンビ」のレコードをかけていると、タ

オルケットを持って来て、私にシカの絵を見せた、今日

は、その反対で、まず、絵本のシカの絵からタオルケッ

トのシカの絵を思い出し、タオルケットのシカの絵から

「子鹿のバンビ」の歌を思い出し、レコードをかけても

らいたがる。「子鹿のバンビ」のレコードをかけると、踊

りだす。踊りながら、ときどき、タオルケットのシカの

絵を兄に行く。

1歳3か月における絵本享受の実態と考察

①〈事例24＞に見られるように、私と一緒に絵本を見

ている時も、よく知っている絵本の場合は、私が読み聞

かせるよりも先に、歌や言葉や動作が出てきて、自発的

に絵本を楽しむ力が伸びてきた。1歳2か月の〈事例20＞

ですでに観察されてはいるが、この期に入ってさらに盛

んになっている。

　②く事例25〉＜事例26＞に見られるように、M児の絵本

に対する興味関心は強くなり、私から与えられた自分の

絵本だけでは満足できず、私専用の絵本や児童文学の入

った本棚から次々と絵本を取り出し、読んでもらいたが

るようになった、悪さをされないようにと、ぴっちりと

詰めておくと、出して欲しいと泣いたりする。我が家に

出入りしていた子どもたち（M児より2歳から5歳年上の

女の子3，4人。私が絵本を読み聞かせたり、自分たち

で好きな絵本を読んだり、M児と一緒に遊んでくれたり

した）の読んでいる絵本にも興味を示し、その絵本を覚

えていて、私の本棚から取り出して読んでもらいたがる。

　〈事例25〉の『あいうえおのほん』もそういう本の一

冊。初めてそれを手にした時、いかにもうれしくてたま

らないといった恰好で抱きかかえた姿には、この本の中

にどんなことがかかれているのか、どんな楽しみが詰ま

っているのかという、初めて手にする本への期待感があ

ふれていた。この事例は、絵本というものが、M児にと

ってどういう存在になってきたかということをよく物語

っている。

　③また、初めての絵本は、＜事例25〉でもすでに気づき

として記録しているが、必ず私に読んでもらいたがり、

その要求行動は、かなりはげしいものであった。それだ

けに、読んでもらうとなると、たいへん喜び、かなり集

中して聞くことができた。この時期は、新しい本を自分

で読んでみようという行動はまだ見られない。新しい本

は、まず、何度も説明してもらったり、語してもらった

りして、読み手と一緒にその内容を楽しみたいようであ

る。楽しみを共にわかちあう読みをまず体験して、その

共体験としての読みの中から、自分ひとりでも楽しめる

読みが生じてくるのである。．そのことは、この時期、M

児がひとりで楽しんだ絵本のほとんどが、私との共体験

の深かった絵本であったことからも明らかである。

　④く事例27〉は、1歳2か月の〈事例22＞＜事例23〉と

合わせて考察すると興味深い。M児は、くくまちゃん＞が

ブランコに乗っている絵に触発されて、自分がブランコ

に乗った体験を思い出したのである。おそらくその体験

をイメージに浮かべながら、「ブー、ブー」と言いながら

身体を揺すっていたに違いない。だから、繰り返し繰り

返しそのぺ一ジの絵を出そうとしたのである。すでに、

1歳2か月の＜事例22＞＜事例23＞で、実際に体験したこ

と（動作や言葉など）からすぐに絵本の絵を思い出すと

いう行動が兄られた。その逆、つまり、絵を兄て自分が
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体験したこと（動作や言葉など）思い出したのがこのrブ

ーブrである。つまり、体験したことと絵本の絵とを、

互いにどちらからでも即座にイメージ化して結びつける

ことが可能になってきたのである。このイメージ化の相

互性と迅遠性の発達が、M児の絵本とのかかわりを、い

っそう強く楽しく自発的なものにしていったことがわか

る。

　⑤〈事例25＞（クモの絵）、〈事例26〉（時計の絵）、＜事例

27〉（月の絵）では、絵と言葉と事物とをはっきりと照合

できた時の、M児の喜んだり驚いたりする様子が記録さ

れている。たとえば、く事例25〉でクモの絵を兄て、「ア

ッ」と声をあげ、両手をパッと抱きかかえるようにして、

驚き、そして喜んだ。そのころM児は、自分がいつも外

を眺める窓の片隅に巣を張っている小さなクモに興味を

もっていて、私も「今日もクモさんがいたね」などと語

りかけたりしていた。ちょうどそんな時に、しかも初め

て読んでもらう絵本の中に、思いがけずクモの絵が出て

きたのである。そばで兄ていても、それは、絵と言葉と

事物との照合が感動をともなってなされた瞬間であった。

＜事例26〉の柱時計も、く事例27＞の月も、M児はすでに

そのどちら、とも、言葉と事物とを正しく照合して理解し

ていたが、それらを絵本の中に見つけた時、M児はやは

り強い印象を受け、興奮ぎみであった。とくに〈事例26〉

では、M児は、「チクタク（時計の意）」という私の言葉

をすぐに真似して「チ、チ、チー」と言ったり、絵本を

繰り返し見たり、絵本の時計の絵を指さしたり、父親に

時計（本物）を教えたりと、「時計」と感動的に出会えた

一日であった。

　私は、　語語言葉を習得していくこの時期の子ども

が、絵本によって、感動を伴う言葉との出会いをしてい

く現場に立ち会い、絵本の読み聞かせがO歳児、1歳児

にも必要であることを確信したのであった。

　⑥＜事例28＞〈事例30〉に見られるように、自分で絵本

を見ている時、「アアッ」とか「ウン？」とかいった声を

出して、まわりの者（父親や母親や近所の子どもたち）

に問いかけたり、語りかけたりするようになった。たい

ていは指さしがともなった◎自分が見たものを相手に知

らせたい、一緒に見てほしい、これは何？　教えて、と

いった気持ちや要求が込められた声出しである。それ以

前は、手を引っぱって強引に読ませようとしたが、ここ

にきて、必要に応じて声を出して相手の注意をひき、自

分の要求が満たされると、再び自分で絵本を兄はじめる。

これもまた、絵本享受の発達の一つの段階として受けと

めておきたい。

　⑦〈事例30〉は、すでに上記の⑤で指摘した内容と同

じ事例であるが、絵と言葉と事物の照合に、さらに歌や

踊リとの照応も加わって、言葉のイメージ化が拡大して

いる。M児は、『ひとりぼっちのライオン』のシカの絵を

兄て、私に「シカ」と説明させ、次にシカ（子鹿のバン

ビ）が描かれている自分のタオルケットを持ち出し、次

に「子鹿のバンビ」のレコードをかけさせ、レコードの

歌に合わせた踊りだし、踊りながらタオルケットのシカ

の絵を見るということを、実に楽しそうにやったのであ

る。一冊の絵本からイメージがどのように広がり、行動

化されていくか、この期の子どもの豊かなイメージ形成

力をみることができる。

1歳4か月

　事例32〈昭和53．10．29（1歳4か月）＞

　座椅子にすわって、『おにたろうとあおたろう』（板坂

寿一作・絵，福音館，1970，タテ15㎝ヨコ19cm）を兄てい

たが、毛虫の絵が出ると、指先をくねくね動かしながら、

Eの足にさわりに行った。Eがおおげさに「キャー、たす

けて一」と言って足をひっこめると、「キャッキャッ」と

大声で笑い、何度もEをからかいに行く。虫を兄つけたり、

絵本で虫の絵を見た時、「ムイムイ（虫の意）、ムイムイ」

と言いながらM児をくすぐってやっていたのだが、この

ごろは、自分から私たちにしかけてくるようになった。

　事例33＜昭和53．10．30（1歳4か月）〉

　夜8時40分ごろ。私の本棚のところに行って絵本を出

してもらいたがるので、『三びきのくま』（瀬田貞二訳，

丸木俊絵，福音館，1971，タテ21㎝ヨコ19cm）を出してや

り、一緒にふとんの中に入って兄る。1ぺ一ジ1ぺ一ジ

絵の説明をしながら語しかけると、うなずいたり、指さ

したりしておとなしく見ている。クマのスリッパの絵を

兄て、足をふとんから出して手でつかみ、私に兄せる。

「そうよ、スリッパよ。あんよにはくのね。よく知って

るね」と言うとうれしそうにうなずく。

　事例34〈昭和53．11．1　（1歳4か月）〉

　夕方5時過ぎ。童謡のレコードをかけてやると、踊る。

「おつかいありさん」という曲になると、自分の本箱の

ところへ行ってゴソゴソしていたが、『くまちゃんのいち

ねん』の夕立ちのぺ一ジを開いて、私のところへ持って

来て、アリがはっぱの傘をさしている絵を指さして兄せ

る。こまごまといろいろなものが描かれている中の、小

さな小さなアリの絵である。この記憶力はどうだろう。

「えらいね」とすっかり感心してしまう。M児が絵本を

さがしている間に終わってしまった「おつかいありさん」

の曲をもう一度かけてやると、絵本を持ったまま、足を
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動かしたり、おじぎをしたりしながら踊る。

　この頃では、何の絵がどの絵本にのっているか覚えて

いて、今日のようにぴっくりさせられる時がある。

　事例35〈昭和53．11．2　（1歳4か月）＞

　夕方5時ごろ。本棚から自分で『にわとりさん』（なか

のひろたか作，わかやましずこ絵，福音館，1971，タテ

21cmヨコ19cm）を抜き出して見ている。「み一ちゃん、コ

ッコちゃん（にわとりの意）がいるね」と声をかけると、

「コッコ！」と、はじめの「コ」に力を入れて真似る。

イヌやネコが出てくると、「ワン！」とか「ニャーン！」

とか、自分で言う。はじめて兄る絵本の絵なのに、イヌ

やネコの区別がすぐにつくらしく、「ワンワン」「ニャー

ン」とすらっと口をついてでる。ヒヨコの生まれた絵の

ところで、「ピヨピヨよ」と指さして言ってやると、「パ

プゥ」と言う。「ピヨピヨ」を真似たのだが、似ても似つ

かない音になる。すぐに、「ピ・ヨ、ピ1ヨ」とゆっくり

言ってやると、うなずいただけで、真似ようとしない。

自分でも上手に言えないことがわかっているのか、無理

に真似させようとすると黙ってしまった。そこで、また、

「ワンワン」とか「コッコ」とか「ニャーン」など、M

児が言える動物たちを指さしながら言って聞かせると、

調子にのって大声で真似をする。調子が出てきたところ

で、「ピヨピヨ！」と言ってやると、つられて「プォプ」

と言う。「ピ」が出てこない。冷蔵庫のトアがあいて食へ

物が入っている絵を兄て、大声で「マンマ！」と言う。

　事例36〈昭和53．11．3　（1歳4か月）〉

　7時前に起床。おまるにかけさせると、「モォー、モォ

ー」（ウシの意）と言う。「モーモーさんの出ている本が

いるの？」と聞くと、うなずくので、『あいうえおのほん』

を持たせてやる。ウシの絵を兄て「モォー」、隣のぺ一ジ

のエンピツの絵を見て「ジージ」とはっきりと言う。タ

ヌキの絵のところで「ポウ」とささやき声で言う。私が

読んでやる時「タヌキさんよ。ポンポンポン」と、おな

かをたたく真似をしてやっていたので、「ポン」と言おう

として「ポウ」となったもの。おしっこは出ない。絵本

を兄るのがおもしろくなって、なかなかおまるから下り

ようとしない。

　事例37＜昭和53．11．5　（1歳4か月）＞

　朝8時30分ごろ。先日Kさんからもらった『とこちゃん

はどこ』（松岡亮子作，加古里子絵，福音館，i970，タテ

26．5cmヨコ19．5㎝）を初めて一緒に兄る。まず2ぺ一ジ目

を開いて、「これは、とこちゃんです」という文章を読ん

で、絵を兄ながら赤い帽子に青いズボンの〈とこちゃん〉

の特徴を教える。次に表紙の絵を見ながら「とこちゃん、

どこにいるの？」と聞くと、ちゃんと〈とこちゃん〉を

指さす。そしてぺ一ジをめくりながら、〈とこちゃん＞が

どこにいるか一緒にさがす、たくさんの人込みの中にま

ぎれこんだ〈とこちゃん＞さがしはまだできないが、お

母さんやお父さんのそばから逃げ出して行く場面で、少

し大きく描かれている〈とこちゃん＞を指さすことはで

きる。

　動物園の絵がとくに気に入って、そのぺ一ジを開いた

とたんに自分から「ウォーツ！」と大声を出す。ライオ

ンが目についたらしい。「ウォーツはどこにいるの？」と

聞き返すと、ちゃんとライオンを指さす、私がオサルさ

んを指さして「キャッキャッがいるよ」と言うと、「テェ

アッ、テェアッ」と言う。「キャッキャッ」らしく聞こえ

るが、明瞭ではない。「ゾウさんとキリンさんは、どこに

いるの？」と聞くと、正しく指さす。ペンギンやサイ1

キッネ・ダチョウなどまだ自分がよく知らないものは、

自分で指さして私に説明してもらいたがる◎どうやら『と

こちゃんはどこ』もM児の好きな絵本になりそうだ。

　事例38〈昭和53．11．6　（1歳4か月）＞

　朝6時30分ごろ目をさまし、本棚のところに行って、

絵本をパタンパタンと音をさせて次々に取りだし、自分

の兄たいのをさがす。私のところへ持って来たのは『と

こちゃんはどこ』。「とこちゃんはどこにいるかな？」と

1ぺ一ジ1ぺ一ジ開いてやると、〈とこちゃん＞がすぐ見

つかるぺ一ジはさっと指でおさえて教えてくれる。〈とこ

ちゃん＞が人込みの中にいるぺ一ジは、目をキョロキョ

ロさせてさがそうとはするが、途中からほかの絵が目に

ついて、私に説明させようとする。動物園のぺ一ジが好

きで、次のぺ一ジをめくろうとせず、「テァッテァッ（キ

ャッキャッ）」（サルの意）とか「ウオー」（ライオンの意）

とか言って喜んでいる。

　事例39く昭和53．11．6　（1歳4か月）＞

　朝9時40分ごろ。書き物をしているEの机にあがりこん

で、鉛筆やボールペンなどを出していたずらする。Eが次

のような語をしてやると喜ぷ。

　E「み一ちゃん、ブッブーにのっていくよ。ブッブー」

　　（手でハンドルをまわす恰好をする。）

　M「ブッブー」と真似る。

　E「あっ、ムイムイ（ムシの意）が出てきました。ム

　　イムイ、ムイムイだよ」（指を動かして、ムシがモゾ

　　モゾ這ってる様子をして見せる。）

　M「キャハハ」と笑って自分も両手の指を動かす。

　E「またブッブーに乗りましたよ。ブッブー」

　M「ブツブー」

　E「こんどは、お・さ・る。さん！　キャッキャッが

　　いるよ。キャッ、キャッ、キャッ、キャッ！」
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　M「テァッテァッ」と真似る。

　　（このあたりからEの語がおもしろくなってきたら

　　しくて、いたずらをやめて目をかがやかせてEの顔

　　を見ている。）

　E「さあ、またブッブーに乗るよ。ブッブー、ブッブ

　　ー」

　M「ブゥー、ブゥー」と言いながら、ハンドルを動か

　　す動作も真似る。

　E「つぎは何かな？」とMの顔をのぞきこむようにし

　　て笑いながら言う。

　M「フンフン」と鼻をならすような笑い方をする。う

　　れしくてたまらないときには、こんな笑い方をする。

　E「コッコちゃんだあ！　コッコ、コッコ」

　M「コッコ、コッコ」と言う。

　E「ブッブーはもう帰ります。みんなさようならあ。」

　　と言ってEが手をふって兄せる。

　M（自分もすぐに手をふる）

　こんな簡単なストーリーだが、Eが身ぷり手ぷりを交え

ながら、Mをのぞきこむようにして語してやると、自分

もEの身ぷりや言葉を真似て、Eの即興の作り語を、とて

も喜んだ。

　事例40〈昭和53．11．7　（1歳4か月）〉

　2時ごろ。Iさん（お隣の奥さん）来宅。M児は自分か

らすぐに『とこちゃんはどこ』を持って来て、Iさんの前

にすわって、動物園のぺ一ジを開いて兄せる。Iさんが

「み一ちゃん、これ、なに？」と聞くと、「ウォー」と答

えたり、「み一ちゃん、ゾウさんどこ？」と聞くと、正し

く指さす。「よく知ってるわね」とほめられると、今度は

『いぬとにわとり』（石井桃子作，堀内誠一絵，年少版こ

どものとも，福音館，1978，タテ21cmヨコ20cm）を持って

来てIさんに見せ、「コッコ、コッコ」と、うるさいほど連

発する。

　事例41く昭和53．11．8　（1歳4か月）＞

　『いぬとにわとり』や『にわとりさん』をよく兄てい

る。ニワトリの絵が出てくると「コッコ」、イヌの絵が出

てくると「ワンワン」と自分で言う。

　私が『にわとりさん』の中のお風呂の絵を指さして、

「これなあに？」と聞くと、「プチャプチャ」（お風呂の

意。ポチャポチャと言えずにプチャプチャとなる）と言

う。今度は自分でコップの絵を指さして、「アァッ！」と

言って私の顔を見る。「コップよ」と言うと、すぐに真似

て「パップ」と言う。弱々しい言い方。もう一度私が「コ

ップ」と、ゆっくり言って聞かせると、口をパクッとさ

せただけで、声は出さなかった。

　事例42〈昭和53．11．10　（1歳4か月）〉

　夕食後、『にわとりさん』を持って来て、Eに読ませよ

うとする。絵を兄ながらEが「ワンワンワン」と言うと、

M児もありったけの大声で「ワンワンワーン」と言う。

おなかの底から声を出している。「コッコー」とか「ニャ

ーン」も大声で言う。ヒヨコの絵が出てきたので、「ピヨ

ピヨ」と言ってやると、「ピィピィ」と口先で、小さな声

で言う、自分がまだはっきり言えないものは声が小さく

なる。そのうち、Eから『にわとりさん』を取り上げ、自

分でぺ一ジをめくりながら見ていたが、急に本に口をつ

けてパクパクと何か食べている様子をする。見ると、冷

蔵庫のドアがあいていて、中にいろんな食べ物が入って

いる絵のところであった。私がおもしろがると、調子に

のって何回も絵本にチュッと口をつけたり、食べる真似

をする。「み一ちゃんの冷蔵庫は？」と聞くと、台所の冷

蔵庫を指さす。

　事例43〈昭和53．11．11　（1歳4か月）＞

　3時過ぎ。童謡のレコードをかけると喜ぷ。「おつかい

ありさん」の曲がかかると、本籍の前に行き、その中か

ら『ありくんこんにちは』（板坂寿一作，的場伸幸。よこ

いだいすけ絵，福音館，1970，タテ15㎝ヨコ15㎝）と『く

まちゃんのいちねん』を持って、私のところへ来る。『く

まちゃんのいちねん』の夕立のぺ一ジを開こうとするが、

なかなか出ないので、私がそのぺ一ジを開いてやると、

葉っぱを傘がわりにしたアリを指さす。rほんとだ。アリ

さんいたね」と言うと、今度は、『ありくんこんにちは』

の方を私にさし出す。「これにもアリさんいるね」と言う

と、うれしそう。まだ「アリ」と言えない。

　事例仏く昭和53．11．14　（1歳4か月）＞

　7時30分ごろ起床。Eと私とM児と、しばらくふとんの

中で遊ぷ。そのうち、ふとんの中にあおむけになって、

Eの手を枕にして、『にわとりさん』を自分で持って見る。

Eが寝転んで本を読む時の恰好を真似しているように兄え

る。一人前の恰好に思わず苦笑。ドアのあいている冷蔵

庫の絵が出てきたので、私が、「み一ちゃん、これ、牛乳

よ」と指さして語りかけると、さっと起き上がって、冷

蔵庫の前に行き、「ウンウン」と、何かを訴えるような、

切なそうな声を出す。「み一ちゃんも牛乳いるの？」と聞

くと、深くうなずく。私が冷蔵庫を開けて、牛乳の籍を

出すと、ケラケラといった感じで、うれしそうに声をた

てて笑う。

　事例45〈昭和53．11．16　（1歳4か月）＞

　大阪教育大学の児童文化ゼミ（Eのゼミ）の学生たちが

催した、紙芝居フェスティバルに連れて行く。

　紙芝居が始まると、おとなしく私のひざにすわって、

前を兄ている。時々、紙芝居を指さして、「アン！」とか
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「オィ！」とかいった声をたてる。何かを食べている絵

が出てくると「マンマ」とつぷやいたり、犬の絵を見て

「ワンワン」と言ったり、自分の知っている絵が出てく

ると強く反応する。

　帰りに、大阪城の近くの道を歩きながら、「チャーチャ

ー」と言って空を指さす。兄ると、カラスが2羽飛んで

行く。「カーカー」が「チャーチャー」となったのだろう。

『あかずきん』（大塚勇三訳，堀内誠一絵，福音館，1970，

タテ21cmヨコ19cm）の中のカラスの絵を兄て、私が「カ

ーカーよ」と言って聞かせ、M児は「チャーチャー」と

真似していたのたが、本物のカラスを見てすくに「チャ

ーチャー」と言って私たちに教えたので感心する。

　事例46〈昭和53．11．20　（1歳4か月）〉

　朝8時過ぎ、『あかずきん』の絵本を持って来て読んで

もらいたがる。表紙の〈あかずきん＞の絵をさして、「こ

れ、み一ちゃんよ。み一ちゃん」と言うと、「ミィミィ」

と言う。ぺ一ジをめくりながら、くあかずきん＞の絵が出

る度に「これは、だれ？」と聞くと、金部「ミィミィ」

と答える。まだ「ミーチャン」とは言えない。「ミィミィ

はどこにいるの？」と聞くと、自分の鼻をおさえる。『あ

かずきん』の最後の場面のおばあさんの絵を指さして、

「バーバ」と言う。『いぬとにわとり』の中のおばあさん

の絵も、自分から「バーバ」と言う◎時に「パーパ」と

いう言い方にもなる。最近では。おばあさんの絵でなく

ても、大人の女の人や男の人の絵に対しても「バーバ」

と言いたした。父親や母親以外の大人に対して、この言

葉を使っている。また、絵の中だけでなく、今日、お隣

のIさんと一緒に買い物に行った帰り、Iさんに向かって

「バーバ、バーバ」と言う。

　事例47〈昭和53．11．21　（1歳4か月）＞

　『とこちゃんはどこ』を車の中で何度も見る。市場で

迷子になった〈とこちゃん〉の絵はもうすっかり覚えて

いて、「とこちゃんは？」と聞くと、さっとくとこちゃん〉

のいる場所を指で押さえ、「ウマウマ」と言う。鯛焼き屋

の前に立っている〈とこちゃん＞が、次のぺ一ジで鯛焼

きを買ってもらうのを知っていて、こう言う。

1歳4か月における絵本享受の実態と考察

　①〈事例32＞は、絵本に触発された「ごっこ遊び」の

発生が見られる事例として興味深い。子どもは、3，4

歳にもなると、絵本の世界をそのまま遊びの中に取り入

れて、絵本の内容をなぞった「ごっこ遊び」を、伸間と

一緒に楽しむようになる。M児も、3，4歳のころ、『三

びきのやぎのがらがらどん』（（マーシャ。ブラウン作・

絵，瀬田貞二訳，福音館，1965）や『さんまいのおふだ』

（水沢謙再語，梶山俊夫画，福音館，こどものとも，

1978）など、大好きな絵本のお語を、絵本を離れて、「ご

っこ遊び」として、私相手にたびたび楽しんだものであ

る。このような、「絵本」から「ごっこ遊び」への芽生え

のような行動が、〈事例32〉には兄られる。

　『おにたろうとあおたろう』は、O歳期から読み聞か

せた絵本で、毛虫の出てくる場面で、私は「ムイムイ、

ムイムイ」と言いながらM児をくすぐり、M児もそれを

喜んだ。それは私の方からしかけた「遊び」といっても

よいであろう。いつしかM児もこの絵本を私と一緒に兄

る時は、指先をモゾモゾ動かして兄せたりするようにな

った。すでにそのような行為の中に「絵本」から「ごっ

こ遊び」への兆しがあるといえるかもしれない。ただ、

〈事例32＞の場含、M児は、講の示唆も助けも借りない

で、絵本を見ていて突然自分から父親に「遊び」をしか

けていったのである。しかも、M児はいちどそれを始め

ると、読んでいた絵本はそっちのけで、まさに「ムイム

イごっこ」とでも命名したいようなその遊びに夢中にな

っている。まだ、ストーリーの展開をイメージで追いな

がらの本格的な「ごっこ遊び」ではない。しかし、絵本

から触発されて毛虫の絵をイメージしながらの自発的な

行為であるところに、「ごっこ遊び」の芽生えを見ること

ができる。

　②〈事例33＞＜事例35＞く事例37＞く事例42〉〈事例45＞

〈事例46＞などに兄られるように、自分で絵の意味や内

容を理解し、その理解したことを言葉や動作で表現する

ことが自在性を増し、しばしば観察されるようになった。

とくに〈事例33〉では、初めて読んでもらう『三びきの

くま』にすっかり心を引きつけられていたが、クマたち

のスリッパの絵を見て、私がまだ何も言わないのに、足

を見せてスリッパのことを私に知らせようとした。この

時私は、この絵本の次のような文章を読んで聞かせてい

た。

　「三ぴきは、めいめいおかゆのどんぷりをもっていま

　した。かわいいちっちゃいくまは、ちっちゃいどんぷ

　り、ちゅうくらいのくまは、ちゅうくらいのどんぷり、

　すごくおっきいくまは、おっきいどんぷりでした。

　（4，5ぺ一ジ）

　くまたちは、また、めいめいに、こしかけるいすをも

　っていました。かわいいちっちゃいくまは、ちっちゃ

　いいす、ちゅうくらいのくまは、ちゅうくらいのいす、

　すごくおっきいくまはおっきいいすでした。」

　（6，7ぺ一ジ）

　私は、この文章を読みながら、〈ちっちゃいくま〉と
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くちっちゃいどんぷり〉の絵をさして教えるというふう

に、文章の内容と絵とを照合させてM児に読み聞かせて

いた。〈どんぷり〉の出てくるぺ一ジにも、〈いす＞の出

てくるぺ一ジにも、クマたちのスリッパの絵が描かれて

いるが、文章の中では触れられていない。M児は、私が

読むのを聞きながらも、絵をよく兄ていて、私がスリッ

パのことに触れないので、「スリッパもあるよ」と言いた

くて、足を手でつかんで私に兄せたのである。まだ、自

分で「スリッパ」と言えないM児の、自分が読み取った

ことを相手に伝えようとする、身体を使っての精一杯の

表現であった。

　〈事例35＞では、やはり初めて手にした『にわとりさ

ん』を一緒に見ている時、もうすっかりおなじみのイヌ

やネコダ出てくると喜んで、すぐに自分から「ワン！」

とか「ニャーン！」とか声を出して言う。そして、冷蔵

庫のドアーが開いていて、その中に魚。ハム・果物・野

菜。牛乳・たまごなどが入っている絵が出てくると、大

声で「マンマ！」と言った。これには少し驚いた。イヌ

やネコの絵は、それまでにいろいろな絵本で見てきてい

るので、パターン的な認識力がついていて、初めて兄る

絵でも認識できるであろうが、冷蔵庫の絵は、絵として

は初めて見る絵なのである。それを、ぺ一ジを開いたと

たんに何が描かれているか理解して「マンマ！」と言っ

たのである。M児は、日常生活の中ですでに冷蔵庫のこ

とはよく知っていた。野菜1果物・牛乳・たまごなども

実際に見ていて知っている。つまり、日常的な生活体験

をもとに、この絵の読み取りができたのである。

　さらに、〈事例42〉では、同じ絵を兄ている時、本に口

をつけて、冷蔵庫の中のものを食べる真似をくりかえし

て楽しんでいた。「み一ちゃんの冷蔵庫は？」と私に聞か

れて、台所の冷蔵庫をさし示したことからも、M児は、

この絵の内容を生活体験をとおして正しく理解している

ことがわかる。

　また、〈事例37〉では、初めて見る『とこちゃんはどこ』

の動物園の絵がのっているぺ一ジを開いたとたん、ライ

オンの絵を見て「ウォーツ！」と大声をあげた。これは、

それまでの絵本体験をとおして、すでにライオンを知っ

ており、初めて兄るライオンの絵でもそれがライオンで

あることをただちに認識でき、それが「ウォーツ」とい

う言葉になって出てきたのである。

　このように、M児は、生活体験の広がりや絵本体験の

積み重ねをとおして、絵本の絵の意味や内容を自分の力

ですはやく、確実に読み取り、それを言葉や身振りで表

すことができるようになった。ちなみに、このような事

例で、当時私が「こんなことまで読み取れるようになっ

たのか」と感心したのは、1歳5か月の〈事例58＞であ
る。

　③M児の絵本体験の積み重ねが、この期においてどん

な形で現れたかは、②で述べたことのほかにも、いくつ

か指摘できる。

　一点めは、自分の好きな絵や興味をもった絵は、どの

絵本のどのぺ一ジにのっているか、ちゃんと記憶してい

ることである。そして、何かをしている時、そのことに

触発されて、記憶している絵がイメージされるらしく、

すぐに絵本を出してつきあわせて楽しむ姿がときどき兄

られた。たとえば、〈事例34≧〈事例43〉に兄られるよう

に、レコードで「おつかいありさん」を聞くと、すぐに

絵本の中に描かれているアリの絵がイメージとして浮か

んでくるらしく、しドらく兄ていなかった絵本なのに、

それを取り出して、アリの出てくるぺ一ジを出して見て

いる。このように、絵本体験の積み重ねが、言己慮を確か

なものにし、イメージの広がりを豊かにし、さらには、

生活の中で体験することを絵本とつきあわせてみるとい

う新しい楽しみ方を生み出している。

　二点めは、〈事例39〉に見られるように、絵本がなくて

も、「おはなし」だけを聞いて、自分でイメージを広げな

がら、その「おはなし」を楽しむことができたことであ

る。もちろん、ごく単純なストーリーで、自動車に乗っ

ていると、M児が絵本の中でよく知っている動物が次々

に出てくるというだけではあるが、いたずらをやめて次

第に「おはなし」に夢中になっていくことができた。こ

れはやはり、実際に絵を見なくても、それまでの絵本体

験に助けられながら、言葉をイメージ化して楽しむこと

ができたからである。

　三点めは、〈事例45〉に見られるように、大学生の主催

した「紙芝居フェスティバル」に参加して、M児なりに

紙芝居を楽しむことができたことである。この催し物は

幼児から小学生を対象にしたもので、広い会場には、知

らない子どもたちや大人がたくさん来ていて、ざわつい

ていてた。M児は初め驚いたり不安がったりしていた。

しかし紙芝居が始まると、次々に変わる絵にいろいろ反

応を示し、最後まで、興味をもって見ることができた。

1歳4か月のM児が、このような催し物を、最後まで自

分なりに楽しむことをができたのは、これまでの絵本体

験の積み重ねをとおして、絵を読み取り、イメージを広

げる力が育っていたからである。

　④1歳3か月でも指摘をしたが、この時期に入ってま

すます言葉を習得する意欲が盛んになり、絵本を読んで

もらっている時、聞いた言葉をすぐに反復して覚えよう

とした。〈事例35〉の「コッコ」「ピヨピヨ」、〈事例41＞の
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「コップ」など、それまで言えなかった言葉を、私が読

むのを聞いて即座に反復している。「コッコ」はうまく言

えてうれしかったらしく、それからは、しばしば「コッ

コ」という言葉が出るようになった◎しかし、「ピヨピヨ」

は「パプゥ」とか「プォプ」、「コップ」は「パップ」と、

正しく真似できなかった。自分でもそれがわかっていて、

もう一度真似させようとすると黙ったり、声を出さず口

だけ動かしたりした。また、〈事例42＞のように、自分が

まだはっきり言えない言葉は小さな声で言ったりする。

これは、自分の発音が正しいか正しくないか聞き分けら

れるようになっているからであり、同時に、自意識も強

くなって、正しく言えない場含は、自分でもおもしろく

ないらしく、声が小さくなり、反復をいやがるなどの反

応も兄られた。反対に、〈事例42〉のように、うまく言え

る言葉は自信たっぷり大声を出している。言葉の習得に

自己評価が始まった事例である。

　⑤また、この時期、子どもは、新しく覚えた言葉を、

あれに使えないかこれにも使えないかといった感じで、

いろいろに使ってみることがある。いわゆる「名詞の一

般化」という現象である。〈事例46＞に兄られるように、

M児の絵本の絵に対する読み取りにも、この現象が観察

された。もともと「バーバ」という言葉は、M児の祖母

のことをこう言って教えたのであるが、M児は、母親以

外の大人の女の人に対して「バーバ」と言い始め、絵本

の絵を兄てもそう言い始めた。「名詞の一般化」というの

は、普通、試行錯誤しながら言葉を習得していく現象と

してとらえられているが、M児の事例を兄ていると、そ

れは、母親かそうでないかという一点にこだわっての「バ

ーバ」であった。「名詞の一般化」という現象は、単に試

行錯誤というよりも、その言葉に対して子どもなりに独

自の解釈があり、こだわりがあるのではないかと私には

思えたのである。

　⑥〈事例47〉を兄ると、M児が、絵本のストーリー性

に気づき始めたことがわかる。『とこちゃんはどこ』は、

11月5日から読み始めて、すぐに大好きになった絵本で、

11月7日には、来宅したIさんに自分から出して見せたり

している（〈事例40＞）。この絵本は、主人公の〈とこちゃ

ん〉が、市場。動物園・海水浴場・お祭り・テパートな

どで、すぐに人込みにまぎれこんでどこにいるかわから

なくなってしまうという、〈とこちゃんさがし〉に夢中に

なれる、子こどもたちが大好きな絵本である。M児も私

に教えられながら、＜とこちゃんさがし＞に興味をもつよ

うになり、〈事例37＞＜事例38〉＜事例47〉、1歳5か月の

〈事例49〉と兄ていくと、読みはじめてから二十日余り

たった11月27日には、どの場面のくとこちゃん＞も、自

分でさして示せるようになっている。この絵本をM児に

読み聞かせる時、私は、くとこちゃん＞の行動を1ぺ一ジ

1ぺ一ジ追っていきながら、〈とこちゃん＞がどこにいて、

何をしているか、説明してやった。そのうちM児は、次

はこうなるという展開までも理解しはじめたらしく、た

とえば市場の場面では、鯛焼き屋の前に立っている〈と

こちゃん〉を指さして「ウマウマ」と言い、次のぺ一ジ

を開いて鯛焼きを買ってもらっている〈とこちゃん＞を

ながめるのである。

　M児は、『とこちゃんはどこ』との出会いによって、ス

トーリーの展開性に気づき、主人公の行動を追いながら、

ぺ一ジを開けば次はこうなるということがわかりはじめ

た。『とこちゃんはどこ』という絵本は、絵本の中の一つ

一つの絵に興味を示してきたM児に、ストーリーの展開

を追うおもしろさを教えてくれた、大事な絵本であった。

この期はM児にとって、絵本のストーリーを予想する力

がつきはじめた時期といえる。

1歳5か月

　事例48　く昭和53．11．26　（1歳5か月）＞

　1時過き。『いぬとにわとり』（石井桃子作，堀内誠一

絵，福音館，1978，タテ21㎝ヨコ20㎝）をひとりで兄なが

ら、自分でイヌを指さして「ワンワン」、ニワトリを指さ

て「コッコ」、オバアサンを指さして「バーバ」と言って

いる。そして真面目な顔をして、1ぺ一ジ1ぺ一ジ開い

ては、じっと絵を兄て、時に「ワンワン」と言ったり「コ

ッコ」と言ったりしながら、ひとりで絵本を見ている。

私が、「み一ちゃん、ご本読んでるの？　えらいね」と言

うと、立ちあがって「コッコ、コッコ」と言いながらそ

．の絵本を持って来る。

　事例49　〈昭和53．11．27　（1歳5か月）〉

　夜8時ごろ。あまりレコードばかりかけてもらいたが

るので、「みいちゃん、〈とこちゃん〉のご本持っておい

で。一緒に読もう」と言うと、本棚の所へ行って、自分

で『とこちゃんはどこ』をさがして持って来る。ほとん

ど絵本の文章どおりに読んで聞かせると、絵を見ながら

じっと聞いている。そして、それぞれの場面で人込みの

中にまぎれこんだくとこちゃん＞について「〈とこちゃん〉

はどこにいるのかな」と尋ねると、今日は全部指さして

教えることができる。今までは第一場面の市場の中の〈と

こちゃん＞だけを指さしていて、あとは、私が「〈とこち

ゃん〉はここにいた」と言って指さしてやっていたのだ

が、今日は、自分で全部指さすことができたのでびっく

りしてしまう。〈とこちゃん＞のお父さんの絵を見て、「チ
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ヤーチャン、チャーチャン」と、父親の部屋のほうを指

さしてしきりに言う。

　事例50　く昭和53．12．1　（1歳5か月）〉

『くまちゃんのいちにち』を持って来て、Eの前で開き、

自分で絵を指さして、説明させようとする。Eが「ブーち

ゃん」とか「ワンワン」とか答えると、いかにも「そう

だそうだ」というふううなずいて、また次の絵を指さす。

自分が私たちに今までされてきたことを、今度は自分が

するようになった。

　事例51　〈昭和53．12．8　（1歳5か月）〉

　4時ごろ、『あいうえお』を開いて兄ている。私に表紙

を兄せて、「ア、ア、ア、ア」と大声で言う。先日、「あ」

の字を指で押さえて、「あ」と言って教えたのを覚えてい

るのた。この本は、1ぺ一ジに五十音順にひらがなで一

字ずつ書かれ、字の下にその字で始まる物の絵が描かれ

ている。「あ」は「あひる」の絵。今までは、絵を兄てそ

の名前を言ってもらうのを喜ぴ、自分でもウシの絵を兄

て「モー」、エンピツの絵を兄て「ジージ」などと言って

いたのだが、今日は、絵ではなく、ひらがなの字の方を

指さして読んでもらいたがる。そして、私が言ったあと

を真似て発音する。「あ」を「ア」、「い」を「イ」、「う」

を「ユ」、「え」を「イエッ」など、はっきり言えるのも

あれば、正しく発音できないのもある。絵だけに向けら

れていた興味が、字にも向けられ始めたようである。

　事例52〈昭和53．12．12　（1歳5か月）〉

　朝8時ごろ。咋日Eが持って帰った『ぞう，さん』（まど

。みちお詩，なかがわ！）えこ選，なかがわそうや絵，年

少版こどものとも，福音館，1979，タテ21cmヨコ20cm）が

テーブルの上にあるのを兄つけて、それを欲しがる。わ

たすとすぐに座り込んで、自分でぺ一ジをめくって兄て

いる。女の子の絵が出ると、「ミンミン！」（自分のこと）

と言って、その絵を指で押さえて私の方を見たり、時計

の絵を兄て「ポーン」と言ったりする。

　事例53く昭和53．12．1ぺ（1歳5か月）＞

　朝10時過ぎ。自分で『ありくんこんにちは』（板坂寿一

作，的場伸幸。よこいだいすけ絵，福音館，1970，タテ

15㎝ヨコ15㎝）を出して兄ていたが、指をパッとひろげ

ている絵が出てくると「パァー」と言って自分の手をひ

ろげ、げんこつの絵が出てくると、「グー」と言って手を

にぎる。ひとりでそんなことをしながら『ありくんこん

にちわ』を最後までひとりで兄ていた。

　その後、『ママだいすき』もひっぱり出して見ている。

ネズミの絵が出てくると、「チュウチュウ」と私にむかっ

て言う。「そうよ、ちゅうちゅうさんよ。ねずみさん。」

と言って聞かせると、うなずく。

　事例54＜昭和53．12．14　（1歳5か月）＞

　4時ごろ。『あいうえお』を、「ウ、ウ」と言いながら

私のところへ持って来る。このところM児は、この絵本

の中のひらがなで書かれた字に興味をもっていて、ひと

りで見ている時も、字の部分を押さえて「ウ」と言った

り「カ」と言ったりしている。本の初めから1ぺ一ジ1

ぺ一ジめくりながら、「あ」、「い」、「う」……と言って聞

かせると、私の後を追って真似して言う。なかでもM児

がいちばん気に入っているのは「う」と，「か」で、別の

ぺ一ジをめくっている時でも「ウ」と言ったり、「カ」と

言ったりする。

　夜にも、自分からこの絵本を持って来て字のところを

読んでもらいたがる。あ行、か行、さ行をゆっくりぺ一

ジをめくりながら読んでやると、自分も意識的に口を大

きく動かしながら私について言う。

　事例55〈昭和53．12．15　（1歳5か月）〉

　4時過ぎ。『そらがとぴたいねずみくん』（なかえよし

を作，上野紀子絵，ポプラ社，1976，タテ18cmヨコ13㎝）

を読んでもらいたがる。ねずみ君が空を兄上げている絵

が出てくると、自分も天井に顔を向けて上を見上げる。

「そう、お空見てるね」と言ってやると、顔をもとにも

どしてうなずく。飛行機の絵が出てくると、「ブーン、ブ

ブブーン」と言いながら両手をひろげて飛行機が飛んで

るような真似をする。チョウチョウが出てくると「イー

ラ、イーラ」と言う。私が「そうよ。ひ一ら、ひ一ら飛

んでったのよ」と言うと、「イーラ、イーラ」と繰り返す。

ねずみ君が岩から落ちた絵が出てくると、「ウン、ウン」

と、私に何か言って欲しそうにして、その絵を押さえて

私を兄る。「ドッシーンって落ちたのよ。アイタタター」

と言ってやると、待ってましたとばかりに、自分も後ろ

にひっくり返って兄せる。何度も読んでもらっている絵

本である。今日は、1ぺ一ジ1ぺ一ジ、それぞれの絵に

対して、豊かな反応を示しながら、私と一緒に読み合う

ことを楽しんでいた。

　事例56〈昭和53．12．21　（1歳5か月）〉

　朝9時す過ぎ。『ともこのあさごはん』を一緒に兄ても

らいたがる。主人公の＜ともこ〉の絵を兄て、「ミンミン」

（自分のこと）と言って自分をさす。クマ、ウサギ、ト

ラ、カンガルーの縫いぐるみ人形の絵を指さし、語して

もらいたがる。「これはうさちゃん」「これ．はくまちゃん」

と、絵を指さしながら言って聞かせると、うなずきなが

ら聞いている。絵本の中のくともこ〉の両親を兄て、「タ

ーチャン」（お父さんの意）、「カーカ」（お母さんの意）

と言う。父親のことを「チャーチャン」と言っていたが、

昨日ごろから「ターチャン」となりはじめている。
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　真っ黒こげのパンや目玉焼きを出されていやな顔をし

ているくともこ〉を兄て、自分から「イヤー、イヤr

と言う。昨日、私がこの絵を見ながら「いや一、いや一

って言ってるのよ」と読み聞かせたのだが、それを覚え

ていて、いかにもいやそうな表情をして「イヤー、イヤ

ー」と言う。

　このころ、絵本の中に描かれている人物や動物の絵で、

小さい女の子のような絵を見ると、「ミンミン」（自分の

意）と言う、『くまちゃんのいちねん』でも、くまちゃん

のお姉さんの絵を見て「ミンミン」、くまちゃんのお母さ

んの絵をみて「カーカ」、お父さんの絵を兄て「夕一チャ

ン」と言う。自分や父親や母親に置き換えて絵を見るよ

うになっている。絵本の世界に入っていく深みというか、

自己投影力がうまれてきているらしい。

　事例57く昭和53．12．22　（1歳5か月）〉

　朝9時ごろ。「シッコ」と言うので、おまるにかけさせ

ると、絵本をとって欲しがる。『ママだいすき』を持たせ

ると、ぺ一ジをめくりながら、ヒョウの絵が出ると「ウ

ォー」、シマウマの絵が出ると「パッパッ」、ネコの絵に

「ニャーン」、サルの絵に「キャッキャッ」と言いながら

兄る。母ザルが子ザルを抱いている絵をじっと見ている

ので、「だっこしてるよ」と言うと、そばにいる私に抱き

つくようにする。人間の母と子の絵のところでは、「ミン

ミン」（自分のこと）、「カーカ」（私のとこ）と何度も自

分や私を指さしたり、その絵を指で押さえたりする。結

局、おしっこはでないままである。

　事例58〈昭和53．12．24　（1歳5か月）＞

　夕方6時過ぎ。『くまちゃんのいちねん』を一緒に兄て

いる時、火事の絵のところで、窓から吹き上げている炎

を指で押さえて、「チィ」と言って私を兄る。「そう、あ

っちいよ。熱い熱いねえ」と言うとうなずく。このぺ一

ジの火事現場の絵については、「熱い」という説明は今ま

で一度もしたことはなかった。この場面では消防車やそ

の他の自動車についての言及が多かった。今日、M児は、

炎の絵に注目して、火についての自分の知識や感覚を動

員して、自分から「チィ」（熱いの意）という読み取りを

したのだった。M児はまだ火事は見たことはなく、ガス

レンジの炎くらいしか見たことはない。ガスレンジの炎

には興味をもっていて、手を伸ばしてさわってみようと

したり、おなべを火にかけていると背伸びして見ている

が、その度に「熱いよ！」と私から叱られる。すると「チ

ィ」と言ってひきさがる。このような体験をとおして、

窓から吹き出す炎をさして「チィ」と言ったのであろう。

1歳5か月における絵本享受の実態と考察

　①この期に入ると、M児ひとりでも、絵本に集中して、

じっくりその内容を楽しむ姿がよく見られるようになっ

た。〈事例48〉く事例53〉に兄られるように、M児はひと

りで絵本と向き合い、1ぺ一ジ、1ぺ一ジ開いていきな

がら、言葉を発したり、動作をしたり、すっかり絵本の

世界に心を遊ばせている。

　②また、私と一緒に読む場含、く事例55〉にみられるよ

うに、M児と私とで、互いにイメージを交わしあい、楽

しさを共有しながら、まさに共同作業のような形で　冊

の絵本を読み合うこともできるようになった。M児は自

分の読み取ったことやイメージしていることを、動作や

未熟な言葉で私に伝えようとし、私はそれをちゃんとし

た言葉や表現に直して受けとめてやった。また、M児が

こう言って欲しいと期待していることを、私の方ですば

やく察知して、たとえば、「ドッシーンって落ちたのよ。

アイタタター」のように言ってやると、M児は待ってま

したとばかり後ろにひっくりかえり、『そらがとびたいね

ずみくん』の真似をして兄せる。それに対して「そうそ

う、そうやってひっくりかえったのね一」と、受けとめ

てやる。このような共同作業的なやりとりをとおして、

M児は、一緒に読み合うことの楽しさを知っていった。

子どもが自分の「読み」を投げかけてきた時、周りの大

人が、しっかりとその「読み」を受けとめ、共感しなが

ら、補足しながら、一緒に楽しんでやることが大切であ

る。子どもは人と共感し合うことの楽しさをとおして、

絵本への愛着をさらに深めていくと思われるからである。

　③1歳5か月になって、M児の絵本あ読み取りに、興

味深い傾向が現れた、それは、絵本の登場人物（動物も

ふくめて）の絵を、自分自身に置き換えたり、自分の父

親や母親に置き換えたりして兄はじめたことである。

　〈事例49＞では、『とこちゃんはどこ』を私と一緒に読

んでいて、〈とこちゃん〉の父親の絵を見て、「チャーチ

ャン（自分の父親のこと）」と言って、自分の父親の部屋

を指さす。〈事例52〉では、初めて手にした『ぞうさん』

という絵本を開いて、女の子の絵を見て、「ミンミン（M

児自身のこと）」と言う。

　く事例56＞では、『ともこのあさごはん』を私と一緒に

読んでいて、主人公のくともこ〉（幼い女の子）を見て

「ミンミン」と言って自分をさす。また、〈ともこ＞の両

親を見て「ターチャン（自分の父親のこと）」「カーカ（自

分の母親のこと）」と言う。また、『くまちゃんのいちね

ん』でも、くまちゃんのおねえちゃんの絵を兄て「ミン
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ミン」、お父さんの絵を見て「ターチャン」、お母さんの

絵を見て「カーカ」と言う。

　〈事例57〉では、『ママだいすき』を自分で読みながら、

人間の母と赤ちゃんの絵を見て、「ミンミン」「カーカ」

と言って、何度も自分や私を指さす。

　以上のように、M児は、絵本の中に描かれている女の一

子を兄ると「ミンミン」と言って自分を指さし、交親や

母親の絵を見ると、「ターチャン」「カーカ」と言って、

父親や母親を指さした。絵本の中の女の子や両親を、自

分や自分の両親に置き換えて絵本を見るようになったの

である。

　実は、私は、M児に早くこのような読み方をさせたく

て、1歳4か月の＜事例46〉に見られるように、『あかず

きん』を読んでやりながら、くあかずきん＞をさして「こ

れみ一ちゃんよ」と言って聞かせたのである。そしてぺ

一ジをめくりながら、次々に〈あかずきん＞をさして「こ

れは、だれ？」と聞くと、M児は全部「ミィミィ」（この

時はまだ「ミンミン」と言えなかった）と答えている。

だが、最後にもう一度「ミィミィはどこにいるの」と聞

いたところ、M児は自分の鼻をおさえたのである。結局、

私の意図するところは十分に理解されていなっかた。こ

のあとも同じことをしたかどうかは、記録にないのでわ

からないが、この時から二十日あまりたって、M児は、

〈事例53〉のように、初めて手にした絵本の女の子の絵

を見て自分から「ミンミン」と言ったのである。私の誘

導的な読み聞かせが影響しているかもしれないが、1歳

5か月になって、M児は、いろんな絵本に出てくる女の

子をどれも「ミンミン」だと自分から言うようになった。

女の子の絵に自己を投影することができるようになった

ことがわかる。

　子どもが絵本を読む楽しみの一つは、自分が主人公に

なったつもりで、その絵本の世界に身を置き、心の中で

主人公と同じ体験をすることだといわれている。それが

可能となるのは、主人公に我が身を置き換える自己投影

力が十分に育ってからのことであろう。その自己投影力

が、いつごろからどうのような形で育っていくかを知る

上で、これらの事例は、たいへん示唆に富んだものとい

える。

　三歳・四歳のころ、M児は、『三びきのやぎのがらがら

どん』や『さんまいのおふだ』のヤギや小僧になりっき

て「ごっこ遊び」を楽しんだものである。自分が絵本の

主人公になりきる出発点は、絵本の中の女の子の絵を「ミ

ンミン」だと言い始めたこの時期だと言ってよいだろう。

　④＜事例51〉＜事例54〉に見られるように、『あいうえ

お』という絵本の「文字」の方にも興味を示しだした。

これまでM児は、この絵本の絵を見て楽しんでいたのだ

が、私が文字の方をさして「あ」と教えたら、M児も、

「ア」、「イ」……と、私のあとについて言うのをおもし

ろがるようになった。当時我が家によく遊びに来ていた

就学前後の子こどもたちが、この絵本を出しては、文字

を読んだり書いたりしているのをM児がそばで見ていた

ことも、M児の興味を強めたと思われる、この『あいう

えお』の絵本では、絵に主体をおいた今までの読みとは

違った、文字に主体を置いた読みができることに気っい

たことは、M児にとって、夢中になれるほどの新しい発

見であった。この時点では、ほかの絵本に書かれている

文字にはまだ関心がなかったが、この体験をきっかけに、

文字への興味と関心が深まるように思われた。

　⑤〈事例58＞については、すでに1歳4か月の②の最

後のところで取り上げたので、ここでくわしくは触れな

いが、それまでの生活体験の広がりや絵本体験の積み重

ねによって、絵本の絵を読み取る力がかなりついてきた

ことがわかる。1歳児1前半期をとおしてM児が身につ

けてきた読みの力が、一つの結実を見せている事例であ

る。

おわりに

　以上、M児の育児記録から、1歳児・前半期（1歳O

か月～1歳5か月）における絵本に関する場面・事例を

取り出して、絵本享受の実態と、その考察を試みてきた。

　私たちがこの考察をとおして、感動をもって確信でき

たことは、絵本は、O歳、1歳の子どもにとっても、大

きな喜びや楽しみをもたらすものだということである。

その具体的な内容については、各章の考察でくわしく述

べているのでくりかえさないが、O歳期から絵本絵本の

読み聞かせをしてきた場合、1歳児。前半期ではどのよ

うに絵本を享受できるようになるのか、その特徴的な傾

向を明らかにできたのではないかと、思われる。同時に、

○歳児11歳児の子どもに絵本を読み聞かせることに、

どのような意味があるのか、絵本がこの時期の子どもた

ちに何をもたらすのか、といった課題を研究していく上

での、基礎的な研究資料を提供することができたのでは

ないかと考えている。

（本研究については、野地潤家先生に貴重なご助言を項

きました。記して感謝申しあげます。）


